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生活工房 
2016 年度事業（4 ～ 6 月）のご案内

■事業一覧
4.23（土）・24（日）　
世田谷アートフリマ vol.25

4.23（土）～ 5.22（日）　
いぬと、ねこと、わたしの防災　
いっしょに逃げてもいいのかな？展

5.28（土）～ 6.19（日）　
DAYS JAPAN 写真展 2016

6.12（日）・6.25（土）・7.3（日）　
先どり！ インタースコア・ワークショップ　
わかるとかわる「情報編集力」連続講座

6.21（火）　
おはなしネットワーク講演会
「まどさんという宇宙～ 104 の年輪をもつ人」

6.25（土）～ 7.24（日）　
市民活動支援コーナーの日々展 2016

※詳細はホームページをご覧ください。
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長らく眠っていた８ミリフィルムを投影し、思い起こされるあの日。

遠い祖先の記憶に触れるかのように、暦を大切にしてきた人々の暮らし。

夏休みの思い出を豊かな色彩でカタチにした子どもワークショップ。

三角地帯と呼ばれる歓楽街の今を調査する中で、見え隠れする戦後の情景。

生活工房の事業の多くは、過去と現在を行き来しながら

「記憶」と「記録」が交錯して生まれています。

２０１５年度のアニュアルレポートでは、

私たちが事業を通じて出合った記憶と記録の断片をご紹介します。

展覧会で掲げられた文章や講師の言葉、そして参加者の声……。

ここに集められたテキストには、

それぞれの事業を象徴する大切な何かが秘められています。

生
活
工
房
と

た
ど
る

記
録
の
記
憶

記
憶
の
記
録

生 活 工 房

ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト

2 0 1 5 ・ 特 集



← 「 D A Y S  J A P A N 写 真 展 2 0 1 5  地 球 の 上 に 生 き る  世 界 の 未 来 を つ く る た め に 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 3 9 ま で ）

「DAYS JAPAN 写真展 2015 地球の上に生きる 世界の未来をつくるために」

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を 超 え た 、

よ り 大 き な 価 値

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、

人
間
の
問
題
を
伝
え
る
職
業
で
あ
り
、

人
間
の
知
る
権
利
を
守
る
た
め
の
職
業

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ど
こ
か
の
国
の
国
民
と
い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
超
え
た
、

よ
り
大
き
な
価
値
に

裏
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

広
河
隆
一
（
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
D
A
Y
S
 J
A
P
A
N
発
行
人
）

講
演
会
の
言
葉  

第 11 回 DAYS 大賞審査員特別賞「ガザ」　撮影：オリヴァー・バイケン (epa)

広河隆一講演会「ジャーナリズムとは何か？」（2013 年 1 月 27 日／会場：生活工房）より
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← 三 軒 茶 屋  三 角 地 帯  考 現 学 （ 事 業 の 詳 細 は P. 4 6 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

現
代
世
相
を

後
世
に
残
し

伝
え
る
た
め
の

絶
好
な
も
の

「 考 現 学 と は 何 か 」 か ら の 言 葉

わ れ わ れ の 続 け ら れ る 仕 事 の 一 大 集 成 が で

き あ が っ た と す る な ら ば 、 こ こ に 、 現 代 人

の 生 活 ぶ り 、 あ る い は 現 代 世 相 を 後 世 に 残

し 伝 え る た め の 絶 好 な も の が で き あ が る こ

と に な る だ ろ う

今 和 次 郎  

三 軒 茶 屋  三 角 地 帯  考 現 学

イラスト：山口洋佑

『考現学入門』（筑摩書房）より

67



は た こ う し ろ う 絵 本 原 画 展 「 ぼ く は う ち ゅ う じ ん 」

← は た こ う し ろ う 絵 本 原 画 展 「 ぼ く は う ち ゅ う じ ん 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 4 0 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

こ
の
絵
本
で
た
っ
く
さ
ん
の
星
を
描
い

た
。
赤
い
金
星
、
真
っ
青
な
海
王
星
、
あ

や
し
い
縞
模
様
の
木
星
、
そ
し
て
燃
え
る

太
陽
。
ど
れ
も
き
れ
い
で
う
っ
と
り
す

る
。
で
も
、
描
い
て
い
て
一
番
き
れ
い
だ

な
あ
、
と
思
っ
た
星
は
地
球
だ
。
す
き
と

お
っ
た
青
が
輝
い
て
、
雲
が
動
い
て
色
ん

な
形
に
な
っ
て
、
ま
る
で
生
き
物
み
た
い

だ
。
命
が
光
る
星
だ
か
ら
か
。
ぼ
く
ら
の

足
も
と
に
は
、
命
が
あ
ふ
れ
て
い
る
ん

だ
。
そ
う
思
う
と
、
こ
の
星
を
べ
つ
の
星

の
宇
宙
人
に
じ
ま
ん
し
た
く
な
っ
た
。

は
た
こ
う
し
ろ
う 

（
絵
本
作
家
）

『
ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
じ
ん
』
あ
と
が
き
の
言
葉

こ の 星 を

べ つ の 星 の 宇 宙 人 に

じ ま ん し た く な っ た 。

89



← 7 つ の 海 と 手 し ご と v o l . 6 「 イ ン ド 洋 と ス ン バ 島 の ヒ ン ギ ／ ラ ウ 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 4 1 ま で ）

何
と
し
て
も
織
っ
て
い
る

人
た
ち
に
会
い
た
い

インド洋とスンバ島のヒンギ／ラウ

ま
っ
た
く
情
報
が
な
い
ス
ン
バ
島
へ
行
っ
た
き
っ
か
け
は
ヒ

ン
ギ
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
布
一
面
に
い
な

な
き
が
聞
こ
え
そ
う
な
馬
の
群
れ
、
愛
ら
し
い
鶏
の
親
子
、

凛
と
し
て
立
つ
牡
鹿
、
大
き
く
口
を
開
け
た
ワ
ニ
、
頭
蓋
骨

を
並
べ
た
異
様
な
台
が
絣
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
牧
歌
的

な
模
様
で
あ
り
な
が
ら
迫
力
あ
る
模
様
構
成
に
圧
倒
さ
れ
、

魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
何
と
し
て
も
織
っ
て
い
る
人
た
ち
に
会

い
た
い
と
思
い
、出
か
け
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
の
こ
と
で
す
。

渡
辺
万
知
子
（
染
色
家
）

展 示 パ ネ ル の 言 葉

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

撮影：栗原論
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← １ ４ 歳 の ワ ン ピ ー ス （ 事 業 の 詳 細 は P. 5 0 ま で ）

14 歳のワンピース

飛
田
正
浩 

（spoken w
ords project

）

今
日
の
写
真
見
て
て
も
、

お
洋
服
見
て
て
も
、

稀
に
み
る
く
ら
い
出
来
が
い
い
で
す
。

み
ん
な
な
に
か
持
っ
て
る
。

人
と
同
じ
に
な
る
必
要
は
絶
対
な
い
か
ら
ね
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
ん
な
。

撮 影 会 の 時 の 講 師 の 言 葉

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

撮影：ゆかい

人 と 同 じ に な る 必 要 は
絶 対 な い か ら ね 。
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← 第 4 回 世 田 谷 区 芸 術 ア ワ ー ド “ 飛 翔 ” 生 活 デ ザ イ ン 部 門 受 賞 展 覧 会「 雨 の ち 傘 の ち C A S A  P R O J E C T 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 4 2 ま で ）

雨のち傘のち CASA PROJECT

い つ か 捨 て ら れ る

傘 が な く な っ て 、

活 動 を 終 え ら れ る

日 が 来 ま す よ う に 。

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

一人ひとりが必要以上にモノを買うことをやめ、

生活に必要なものを自分でつくるようになれば、

クリエイティブでサステナブルな

未来が見えてくるはずです。

そしていつか捨てられる傘がなくなって、

活動を終えられる日が来ますように。

CASA PROJECT

展 示 パ ネ ル の 言 葉

1415



← 坂  茂 ―― 紙 の 建 築 と 災 害 支 援 （ 事 業 の 詳 細 は P. 4 4 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

坂  茂 ―― 紙 の 建 築 と 災 害 支 援

さ
ら
に
は
人
々
に
と
っ
て
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
な
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

©
Stephen Goodenough

例
え
ば
、
紙
管
で
つ
く
っ
た
仮
設
建
築
で
も
、

住
む
人
が
長
き
に
愛
し
て
く
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
恒
久
的
な
建
築
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
は
人
々
に
と
っ
て
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂 

茂 

（
建
築
家
）

シンポジウム「環境にやさしい住まい・暮らしが豊かな未来をつくる」
（2015 年 6 月 30 日／会場：成城ホール）より

講演会の言葉

1617



← 分 解 ワ ー ク シ ョ ッ プ 　 家 電 製 品 の 仕 組 み を 探 ろ う ！ （ 事 業 の 詳 細 は P. 5 4 ま で ）

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 始 ま り は 2 0 0 1 年 。 子 ど も た ち

が 、 も っ と 大 人 を 信 頼 す る こ と を 願 っ た か ら で し た 。

ソ ニ ー の エ ン ジ ニ ア 達 に 白 衣 を 着 て も ら い 、 博 士 と 呼

び 、 子 ど も た ち に し っ か り 対 応 し て も ら っ た の で す 。

既 に 東 芝 の エ ン ジ ニ ア 達 も そ れ ら を 引 き 継 い で 、 頼 り

に な る 博 士 ぶ り で す 。

落 合 良 （ 生 活 工 房 顧 問 ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

分 解 ワ ー ク シ ョ ッ プ 　 家 電 製 品 の 仕 組 み を 探 ろ う ！

イラスト：古山菜摘

ワークショップ企画にあたっての言葉

子 ど も た ち が 、

も っ と 大 人 を

信 頼 す る こ と を

願 っ た か ら

1819



← W A S H I N O I T O 　 未 来 を 着 る 、 浜 井 弘 治 の 和 紙 の プ ロ ダ ク ト 展 （ 事 業 の 詳 細 は P. 4 5 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

W A S H I N O I T O 　 未 来 を 着 る 、 浜 井 弘 治 の 和 紙 の プ ロ ダ ク ト 展

撮影：佐藤基

服
飾
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
流
行
や
格
好
良
さ
の

間
に
も
っ
と
重
要
な
事
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？
と
い
う
視
点
で
、
隙
間
を
探
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
作
る
過
程
、
つ
ま
り
繊
維

産
地
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
見
え
て
き
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
人

が
培
っ
て
き
た
知
恵
で
す
。
和
紙
素
材
を
作

る
上
で
出
会
っ
た
撚
糸
屋
さ
ん
の
技
術
は
、

糸
を
撚
る
事
で
原
材
料
を
よ
り
快
適
な
モ
ノ

に
で
き
る
と
い
う
、
知
恵
の
集
結
し
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

浜
井
弘
治 

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

展
覧
会
企
画
に
あ
た
っ
て
の
言
葉

流 行 や 格 好 良 さ の 間 に

も っ と 重 要 な 事 が あ る

2021



← 留 学 生 研 究 発 表 会  J A P O N D E R 2 0 1 5 「 ア フ リ カ と 結 婚  留 学 生 に 聴 く 、 ウ ガ ン ダ 共 和 国 の こ と 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 4 3 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

本 人 た ち の 生 き る

社 会 に お け る

承 認 を う け る こ と

ア フ リ カ と 結 婚  留 学 生 に 聴 く 、 ウ ガ ン ダ 共 和 国 の こ と

こ こ で 確 認 し た い の は 、 人 生 の 節 目 と し て 、

結 婚 の 儀 式 を す る の は 、 二 人 の あ い だ だ け で

な く 、 本 人 た ち の 生 き る 社 会 に お け る 承 認 を

う け る 、 こ と に 意 味 が あ る と い う こ と だ 。 家

族 、 親 族 、 友 人 た ち に 承 認 さ れ る の と 、 政 府

に 承 認 さ れ る の と 、 あ な た は ど ち ら が 大 事 だ

ろ う か ？

椎 野 若 菜  （文化人類学者）

展 示 パ ネ ル の 言 葉

2223



← 穴 ア ー カ イ ブ ： a n - a r c h i v e （ 事 業 の 詳 細 は P. 5 8 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

こ こ で っ て い う の が

分 か る ん で す 。

穴 ア ー カ イ ブ ： a n - a r c h i v e

自 分 が 見 た と こ ろ も

憶 え て る ん で す 。

ど こ で 見 た っ て い う か 、

こ こ で っ て い う の が

分 か る ん で す 。

フ ィ ル ム 提 供 者 の 言 葉

2425



　　

← 「 働 く 女 性 の 衣 装 　 大 原 女 と あ ん こ さ ん 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 3 8 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

働 く 女 性 の 衣 装 　 大 原 女 と あ ん こ さ ん

写
真
：『
伊
豆
大
島　
懐
か
し
の
写
真
集
』（
伊
豆
大
島　
懐
か
し
の
写
真
集
刊
行
会
）
よ
り

藍
の
香
り
高
い
紺
が
す
り
の
筒
袖
の
ひ

と
え
単
衣
を
す
そ
短
か
に
着
る
風
俗
は

今
日
に
伝
え
ら
れ
、
観
光
大
島
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

紺 が す り の 筒 袖 の

ひ と え 単 衣

「

あ
ん
こ
さ
ん」

に
つ
い
て
の
展
示
パ
ネ
ル
の
言
葉

2627



撮影：セセン設計所

私
が
生
ま
れ
た
日
　
あ
る
春
の
日

あ
た
り
で
は
ナ
ズ
ナ
が
咲
い
て
い
た

北
極
で
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
狩
り
を
し
て

北
米
の
森
で
は
グ
リ
ズ
リ
ー
が

冬
の
眠
り
か
ら
ま
だ
目
覚
め
な
い

沖
縄
で
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
飛
び
跳
ね

イ
ン
ド
で
は
バ
ニ
ラ
の
花
が
咲
い
て
い
た

そ
れ
が
私
の
生
ま
れ
た
日

私
が
世
界
と
約
束
を
は
じ
め
た
日

展
示
パ
ネ
ル
の
言
葉

← 「 時 間 を め ぐ る 、 め ぐ る 時 間 の 展 覧 会 」（ 事 業 の 詳 細 は P. 4 7 ま で ）

生 活 工 房 と た ど る
記 録 の 記 憶  記 憶 の 記 録

時 間 を め ぐ る 、 め ぐ る 時 間 の 展 覧 会  

そ
れ
が

私
の
生
ま
れ
た
日

私
が
世
界
と

約
束
を
は
じ
め
た
日
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と
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about L ifestyle Design Center

生活工房の考え方

Our vision and mission

暮らし方をみつめなおし、
世界の出来事への関心を抱き、感性を磨く

Re-designing your everyday life, enlarge the mind
for  global issues and brush up sensitivity

文化の創造及び異文化との出会いは人を啓き、
地域を開き、未来を拓く

Cultural creation and intercultural exchange enlighten people, 
open up local communities and lead our future.

方 向 性
Vision

私 た ち が 提 案 す る 価 値 観

Value to share

感 性

Sensitivity 
sense of wonder 

美 意 識

Aesthetic 
consciousness

生活工房では展覧会やセミナー、ワークショップなど多様な事業を展開しています。
そして、その多岐に渡る事業は、下図のような考え方や目的を組み合わせ実施されています。
We produce various programs along with the vision and missions of each category.

暮らしのデザインミュージアム

Design museum of the living

生活文化という発想

生活工房では日常の暮らしの中にあるモノだけでなく様々な事柄に着目し、暮らし方の
デザインを提案しています。
生きるという基本的な活動の「衣食住」、地球をとりまく環境と暮らし方、日本や世界
の様々な地域の独自文化、伝統工芸と先端技術―根源的なことから創造性を育む領域ま
で、私たちのプログラムは多岐にわたっています。

地球のデザインという視点
2012 年度（平成 24 年度）から「地球のデザイン」という視点を取り入れています。
その根本には「自然の叡智」に学ぶことも含まれています。
エネルギーや食糧のこと、70 億を超えた地球人口のこと、生物多様性や気候変動への
備えなど、21 世紀の私たちを取り巻く環境にはたくさんの課題があります。

「生活文化」という発想に「地球のデザイン」という視点を加えて、そう遠くない未来
の暮らし方を創造し、より良い社会を築くためのヒントを提供する機会を届けていきた
いと考えています。

At “Lifestyle Design Center” or “Seikatsu – Kobo” in Japanese, we provide various 
programs focusing on how we live with better design of our fundamental issue of 
food, clothing and shelter, diversity of cultures of around the world, arts and crafts 
and advanced technology. 

And since 2012, we add another aspect: “planetary design”.  Without the wisdom of 
nature of our planet we won’t be able to make our living sustainable and efficient.
How can we solve problems of our nature resource, food, growing population, 
biodiversity and climate change?

We believe that design as a creative thinking will inspire our daily life and make
our world better place to live.    
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calendar

穴アーカイブ　8 ミリフィルム鑑賞会
―穴からみえる、ひと、くらし、世田谷

第 4 回世田谷区芸術アワード“飛翔”生活デザイン部門受賞展覧会

「雨のち傘のち CASA PROJECT」

パオフェスタ 2015 市民活動体験喫茶パオ

JAPONDER2015 アフリカと結婚―留学生に聴く、ウガンダ共和国のこと

子どもワークショップ 2015

「分解ワークショップ―家電製品の仕組みを探ろう！」

世田谷おはなしネットワーク講演会

「本の力を信じて―小さな出版社の 32 年」

坂 茂―紙の建築と災害支援

WASHINOITO―未来を着る、浜井弘治の和紙のプロダクト展

SUNDAY MORNING WORKSHOP#2　

新年を祝う・お正月飾りづくり

SUNDAY MORNING WORKSHOP#3　
みんなでつくってみんなで食べる日曜日のパスタ

三軒茶屋  三角地帯  考現学

NHK 技研×生活工房　夏のアニメーションワークショップ報告展
（会場：技研ギャラリー）

国際交流 in せたがや 2016

時間をめぐる、めぐる時間の展覧会

市民活動・NPO 活動を支えるコミュニティづくりセミナー

「仲間・サポーターを増やすには」

中学生次世代車教室 2016「電動三輪車 E3 をつくろう！」

MADE IN OCCUPIED JAPAN 1947-1952　海を渡った陶磁器展

朗読講座　豊かなことばの世界

森・里・海の連環による豊かな海づくり「レリーフジオラマ」上映会

1 0/ 4

1 0/ 1 0 ～ 2 0

1 0/ 1 7. 1 8

1 0/ 23 ～ 1 1/ 1 5

1 1/ 1

1 1/ 1 0

1 1/ 28 ～ 12/ 2 0

12/ 2 6 ～ 1/ 24

12/ 27

1/ 24,3 1

1/ 3 0 ～ 2/ 28

2/ 12 ～ 2 6

2/ 2 0

3/ 5 ～ 2 1

3/ 8, 1 5

3/ 13, 2 0, 2 7

3/ 2 6 ～ 4/ 1 7

１０月

１２月

２月

通年

１１月

１月

３月

世田谷アートフリマつながり展 2015

世田谷アートフリマ vol.23

働く女性の衣装　大原女とあんこさん

DAYS JAPAN 写真展 2015 地球の上に生きる

「世界の未来をつくるために」

時をときはなつ vol.3 時のフィールドワークショップ

「水に満ちた木の皮を編む」

世田谷おはなしネットワーク講演会

「平塚ミヨ先生＆光野トミ先生のおはなしを楽しむ会」

市民活動支援コーナーの日々展

穴アーカイブ　キックオフイベント「みえないものをみる」

時をときはなつ vol.3 時のドキュメンタリー上映会

「ものづくりの時」

はたこうしろう絵本原画展「ぼくはうちゅうじん」

子どもワークショップ 2015「CASA PROJECT の工作室」

子どもワークショップ 2015「14 歳のワンピース」

子どもワークショップ 2015

「夏のぐるぐるアニメーション in NHK 技研！」

子どもワークショップ 2015「夏休みをいれるバッグをつくろう！」

子どもワークショップ 2015「おはなしいっぱい」

7 つの海と手しごと〈第 6 の海〉「インド洋とスンバ島のヒンギ／ラウ」

SUNDAY MORNING WORKSHOP#1　

朝のクラフトビールとソーセージのワークショップ

世田谷アートフリマ vol.24

時をときはなつ vol.4月を待つ

時のフィールドワークショップ「月をうつす」
時のドキュメンタリー上映会「満月の夜に」

4/ 4 ～ 1 9

4/ 1 8 , 1 9

4/ 24 ～ 5/ 24

5/ 2 9 ～ 6/ 2 1
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6/ 1 6
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４月
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生活工房

の一年2015年

2016年
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「展覧会」「ワークショップ」「セミナー／イベント」「地域と市民活動」
の 4 つの事業を主として生活工房は運営されています。
Lifestyle Design Center provides four main figures of programs: 
Exhibition, Workshop, Seminar/Event and Local Community.

生活工房の事業 
O
u
r
 P

r
o
g
r
a
m

　
生活工房とたどる記録の記憶、記憶の記録

生活工房とは
生活工房の１年
生活工房の事業

働く女性の衣装　大原女とあんこさん　
DAYS JAPAN 写真展 2015 地球の上に生きる「世界の未来をつくるために」
はたこうしろう絵本原画展「ぼくはうちゅうじん」
7 つの海と手しごと〈第 6 の海〉「インド洋とスンバ島のヒンギ／ラウ」
第 4 回世田谷区芸術アワード “ 飛翔 ” 生活デザイン部門受賞展覧会

「雨のち傘のち CASA PROJECT」　 
JAPONDER2015　アフリカと結婚―留学生に聴く、ウガンダ共和国のこと
坂 茂―紙の建築と災害支援
WASHINOITO―未来を着る、浜井弘治の和紙のプロダクト展
三軒茶屋 三角地帯 考現学
時間をめぐる、めぐる時間の展覧会
MADE IN OCCUPIED JAPAN　海を渡った陶磁器展／
森・里・海の連環による豊かな海づくり「レリーフジオラマ」上映会

子どもワークショップ 2015「14 歳のワンピース」
子どもワークショップ 2015「夏のぐるぐるアニメーション in NHK 技研！」
子どもワークショップ 2015「夏休みをいれるバッグをつくろう！」
SUNDAY MORNING WORKSHOP
子どもワークショップ 2015「分解ワークショップ―家電製品の仕組みを探ろう！」
中学生次世代車教室 2016「電動三輪車 E3 をつくろう！」
時のフィールドワークショップ＆時のドキュメンタリー上映会「時をときはなつ」

穴アーカイブ：an-archive
世田谷アートフリマ
おはなしいっぱい
朗読講座　豊かなことばの世界／
国際交流 in せたがや 2016
市民活動・NPO 活動を支えるコミュニティづくりセミナー「仲間・サポーターを増やすには」
市民活動支援コーナー／
世田谷市民活動支援会議

生活工房施設ガイド
クラシー & カワルンが教える！　来場者からわかること
生活工房のフライヤー
協力先一覧

生活工房ギャラリーやワークショップルームでは、デザインやクラ
フト、異文化など多角的なテーマで展示を実施しています。

We are pioneering program of creative world of various designs, 
arts & crafts and intercultural experience into everyday life 
which will offer new and different view and value to share.  

参加者が手や体を動かしながら「考え」「つくる」ワークショップでは、
子どもから大人までが楽しめる多彩なプログラムを実施しています。

Our design and creativity workshops for all ages offer fun and 
inspiring time to experience.

専門家やクリエイターを招き、暮らしや文化に関する生きた言葉に
触れるさまざまな講演やトークイベントを実施しています。

Wide-ranging program of seminars and events for  adults 
brings the academic field and creative world of design into our 
everyday life.

地域の活動と交流を支援し、多様な価値観や共感の輪を広げ、ネッ
トワークを構築し豊かな地域づくりのお手伝いをしています。

Operating activity space and supporting programs for non-
profit organizations, we encourage local citizens’ networking 
w i th  var ious  people  and  exchange  ideas  for  deve lop ing 
sustainable society.

地域と市民活動  Local Community　地域とつながる

ワークショップ  Workshop　多彩なモノづくりを楽しむ

セミナー／イベント  Seminar/Event　社会を知る、学びを楽しむ

展覧会 Exhibition　新たな発見が暮らしを彩る
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写
真
展
会
場

❷ 

第
11
回
Ｄ
A
Ｙ
Ｓ
大
賞
１
位
「
リ
ベ
リ
ア
を
襲
う
エ
ボ
ラ
危
機
」（
撮
影
：
ジ
ョ
ン
・
ム
ー
ア
／Getty Im

ages

）

❸ 

広
河
隆
一
氏
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
か
ら
」

❷

❸❶

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
で
は
ま
だ
ま
だ
伝

え
き
れ
な
い
ほ
ど
、
世
界
に
は
厳
し
い
現

実
に
直
面
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
人
々

が
た
く
さ
ん
い
る
。

月
刊
誌
『
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
が

主
催
す
る
「
第
11
回
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
国
際
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
」
に
は
、
人
間

と
自
然
の
尊
厳
を
主
題
と
し
て
、
国
内
外

の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
撮
影
し
た

世
界
の
厳
し
い
現
実
を
写
し
出
す
作
品
が

集
ま
っ
た
。
本
年
も
生
活
工
房
で
は
受
賞

作
品
を
中
心
に
写
真
展
を
開
催
し
た
。

「
リ
ベ
リ
ア
を
襲
う
エ
ボ
ラ
危
機
」、「
シ

リ
ア
と
ト
ル
コ
国
境
の
ク
ル
ド
人
難
民
」

な
ど
、
環
境
問
題
、
貧
困
問
題
、
戦
闘
地

域
の
な
か
で
懸
命
に
生
き
て
い
る
人
々
の

日
々
の
姿
も
、紛
れ
も
な
い
事
実
と
し
て
、

も
は
や
私
た
ち
の
生
活
と
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
。

写
真
展
を
通
じ
て
世
界
で
起
き
て
い
る
問

題
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
私
た
ち
が
選
択

し
て
踏
み
出
す
未
来
が
、
少
し
で
も
良
い

方
向
に
進
め
る
一
歩
と
な
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
だ
。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
伝
え
る
、

世
界
の

厳
し
い
現
実

40 代男性の声
写真とはいえど目の前の現実に
立ちつくした。

開催日時：2015 年 5 月 29 日（金）～ 6 月 21 日（日）
11:00 ～ 19:00（最終日は 17:00 まで）
会場：ワークショップルーム B
来場人数：3,644 名
共催：株式会社デイズジャパン
企画：株式会社世田谷社

関連展示「地球の上に生きる 2015 －忘れたくな
い沖縄・辺野古の海のこと」（撮影：中村卓哉）
会場：生活工房ギャラリー

関連企画
体験セミナー「イラクの素顔を知る体験講座～人
情あふれる “ 紛争地 ” のお話」　
開催日時：6 月 7 日（日）14:00 ～ 16:00
会場：セミナールーム AB
進行：池田未樹（認定 NPO 法人日本国際ボランティ
アセンター イラク事業担当）
参加人数：33 名
参加費：500 円

トークイベント「ジャーナリストの視点から」
開催日時：6 月 14 日（日）14:00 ～ 16:00
会場：ワークショップルーム A
講師：広河隆一（フォトジャーナリスト、『DAYS 
JAPAN』発行人）
参加人数：77 名
参加費：500 円

世界の未来をつくるために
DAYS JAPAN 写真展 2015 地球の上に生きる

❶ 

手
拭
い
は
「
吹
き
流
し
」（
大
原
女
）

❷ 

キ
リ
ッ
と
し
た
手
拭
い
被
り
（
あ
ん
こ
）

❸ 

ソ
ー
メ
ン
シ
ボ
リ
の
手
拭
い
と
水
桶
も
頭
に
乗
せ
る
体
験
講
座
講
師
（
あ
ん
こ
）

❷

❸

本
展
で
は
現
代
の
観
光
資
源
と
し
て
昔

か
ら
の
労
働
着
が
活
か
さ
れ
て
い
る
、

京
都
の
大
原
女
、
伊
豆
大
島
の
あ
ん
こ

さ
ん
の
衣
装
を
今
昔
抱
き
合
わ
せ
で
紹

介
し
た
。

大
原
の
里
は
中
世
以
降
、
薪
や
柴
（
雑

木
の
小
枝
）
の
生
産
地
だ
っ
た
。
大
原

女
は
京
都
の
市
中
に
薪
や
柴
を
売
り
に

出
る
の
が
仕
事
で
、
大
正
の
末
ご
ろ
ま

で
続
い
て
い
た
と
い
う
。
華
や
か
な
色

の
帯
や
襷
が
け
が
目
を
引
く
い
で
た
ち

で
、
薪
や
柴
を
頭
に
の
せ
て
歩
く
そ
の

姿
は
優
雅
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

一
方
伊
豆
大
島
で
は
そ
の
昔
、
島
の
女

性
た
ち
は
朝
か
ら
晩
ま
で
水
汲
み
、
牛

の
世
話
、
港
に
船
が
つ
け
ば
荷
揚
げ
、

荷
運
び
な
ど
、
本
当
に
良
く
働
い
て
い

た
と
い
う
。
前
垂
れ
と
い
う
前
掛
け
に

は
好
み
の
花
柄
な
ど
の
色
味
の
あ
る
も

の
を
使
い
、
長
く
の
ば
し
た
黒
髪
を
束

ね
、
そ
れ
を
覆
う
よ
う
に
巻
い
た
手
拭

い
の
被
り
方
が
特
徴
的
だ
。

衣
装
の
他
に
昔
か
ら
絵
画
や
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
な
ど
に
表
現
さ
れ
て
き
た
労
働

の
姿
や
風
俗
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
と
歴
史
的
な
背
景
を
紹
介
す
る
構
成

と
し
た
。

華やかな姿から

歴史を

ひもとく

開催日時：2015 年 4 月 24 日（金）～ 5 月 24 日（日）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：3,500 名
協力：NPO 法人京都古布保存会、大原観光保勝会、
大島町、大島観光協会、藤井工房

関連企画
講演会「大原女衣裳とあんこさんの服装あれこれ」
開催日時：4 月 25 日（土）14:00 ～ 15:30
会場：セミナールーム
講師：青木美保子（京都女子大学准教授）
参加人数：15 名
参加費：500 円

講演会「アートにみる大原女とあんこさん」
開催日時：5 月 9 日（土）14:00 ～ 15:30
会場：ワークショップルーム A
講師：田中圭子（京都造形芸術大学講師）
参加人数：10 名
参加費：500 円

体験とおはなし「衣装を着てみませんか？」
開催日時：5 月 16 日（土）、17 日（日）
14:00 ～ 17:00
会場：セミナールーム A
進行：大原観光保勝会、大島町商工会ほか
参加人数：20 名
参加費：500 円

40 代女性の声
働く女性の服飾美、
機能的でいい刺激を受けました。

働く女性の衣装　大 原女とあんこさん

❶
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インド 洋とスンバ島のヒンギ／ラウ

❶ 

ヒ
ン
ギ
と
ラ
ウ
を
中
心
に
、
染
色
や
籠
細
工
に
使
わ
れ
る
現
地
の
植
物
も
展
示
（
撮
影
：
栗
原
論
）

❷ 

ス
ン
バ
島
と
そ
の
イ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
講
演
す
る
渡
辺
万
知
子
氏

❸ 

腰
機
体
験
で
は
、
身
近
な
材
料
の
み
で
布
が
織
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た

❷

❸❶

世
界
の
海
の
暮
ら
し
を
ク
ラ
フ
ト
を
通
し

て
紹
介
し
て
い
く
連
続
企
画
、“

７
つ

の
海
と
手
し
ご
と
“
。〈
第
６
の
海
〉
と

し
て
、イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
ス
ン
バ
島（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
）
に
伝
わ
る
イ
カ
ッ

ト(

絣
織
物)

、
ヒ
ン
ギ
と
ラ
ウ
を
取
り

上
げ
た
。
男
性
用
の
衣
服
「
ヒ
ン
ギ
」
は

腰
に
巻
き
、
肩
に
掛
け
る
。
女
性
用
「
ラ

ウ
」
は
筒
状
に
仕
立
て
て
ま
と
う
。
い
ず

れ
も
、
女
性
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
腰
機
で

織
っ
て
い
る
。

描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
は
祖
霊
崇
拝
に
基

づ
い
た
世
界
観
が
表
さ
れ
て
い
る
。
馬
は

男
性
の
富
の
象
徴
、
エ
ビ
は
子
孫
繁
栄
、

カ
ニ
や
魚
は
村
人
の
一
体
感
、
両
手
を
挙

げ
た
赤
子
は
強
い
戦
士
の
誕
生
な
ど
。
安

住
の
地
を
求
め
て
島
伝
い
に
海
を
渡
っ
て

き
た
祖
先
の
伝
説
を
表
す
船
も
描
か
れ

る
。
文
字
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
一
族
の

存
続
と
繁
栄
を
願
う
心
を
布
に
織
り
込

め
、
後
世
に
伝
え
て
き
た
も
の
だ
。

本
展
で
は
、
染
織
家
・
渡
辺
万
知
子
氏
の

貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
ヒ
ン
ギ
と

ラ
ウ
ほ
か
民
芸
品
な
ど
約
３
０
点
を
展

示
。
関
連
の
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

あ
わ
せ
て
開
催
し
た
。

イカットに

織り込まれた

スピリット

70 代男性の声
布を織り、まとい、生活する、
この全てを感じられる展示。

開催日時：2015 年 8 月 28 日（金）～ 10 月 4 日（日）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：8,403 名
特別協力：渡辺万知子 
協力：日本―インドネシア服飾文化協会

関連企画
講演会「スンバ島のイカットと人々のくらし」
開催日時：8 月 29 日（土）14:00 ～ 16:00
会場：ワークショップルーム B
講師：渡辺万知子（染織家）
参加人数：55 名
参加費：500 円

記録映像上映 「スンバ島の家を建てる」
開催日時：9 月 6 日（日）1 日 2 回上映　
13:00 ～ 14:15 ／ 15:00 ～ 16:15
会場：セミナールーム AB
参加人数：38 名
参加費：無料

体験教室「腰機でベルトを織る」
開催日時：9 月 12 日（土）14:00 ～ 16:30
会場：ワークショップルーム A
講師：渡辺万知子（染織家）
参加人数：15 名
参加費：1,000 円（材料費込み）

7 つの海と手しごと〈第 6 の海〉

❶ 「
ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
じ
ん
」
原
画
（
撮
影
：
栗
原
論
）

❷ 「
ぼ
く
は
う
ち
ゅ
う
じ
ん
」
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
（
撮
影
：
栗
原
論
）

❸ 

は
た
こ
う
し
ろ
う
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

❷

❸ ❶

子
ど
も
が
と
ら
え
た
世
界
の
新
鮮
さ
を

そ
の
ま
ま
描
い
て
い
る
よ
う
な
、
は
た

こ
う
し
ろ
う
氏
の
絵
本
。
夏
休
み
期
間

に
あ
わ
せ
、
男
の
子
が
キ
ャ
ン
プ
の
夜

に
出
会
っ
た
星
空
を
描
い
た
『
ぼ
く
は

う
ち
ゅ
う
じ
ん
』
の
原
画
と
ラ
フ
ス
ケ
ッ

チ
、
女
の
子
が
晩
夏
の
草
む
ら
で
小
さ

な
生
き
も
の
た
ち
と
出
会
う
『
こ
ん
に

ち
は　

ま
た
あ
し
た
』
の
原
画
を
展
示

し
た
。
構
図
や
展
開
を
考
え
る
過
程
が

う
か
が
え
る
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
も
あ
わ
せ

て
公
開
し
、
来
場
者
は
熱
心
に
見
入
っ

て
い
た
。

ま
た
、
は
た
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
面
白
い
、
宇
宙

と
虫
と
絵
本
の
話
」
を
、「
お
は
な
し
い
っ

ぱ
い
」（
P. 

60
）
の
特
別
枠
と
し
て
開
催
。

虫
捕
り
に
明
け
暮
れ
た
子
ど
も
時
代
の

話
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
描
い
た
絵
本
の

作
家
本
人
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。「
世
の

中
に
は
制
約
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
数
少
な
い
制

約
が
な
い
こ
と
の
一
つ
。
自
由
に
絵
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
印
象
的
だ
っ
た
。

夏
休
み
、

親
子
で
楽
し
む

絵
本
の
世
界

開催日時：2015 年 7 月 18 日（土）～ 8 月 21 日（金）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：7,038 名
協力：世田谷おはなしネットワーク、TSUTAYA 三
軒茶屋店、アリス館

関連企画
トーク「わからないから面白い、宇宙と虫と絵本の話」　
開催日時：8 月 21 日（金）14:00 ～ 15:00
会場：ワークショップルーム A
出演：はたこうしろう
対象：子どもと保護者
参加人数：126 名
参加費：無料

10 代未満女子の声
すごくきれいでした。
えからでてるみたいでした。

はたこうしろう絵本原画展　ぼくはうちゅうじん
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❶ 

ウ
ガ
ン
ダ
の
派
手
婚
を
体
験
す
る
撮
影
コ
ー
ナ
ー
も

❷ 

ウ
ガ
ン
ダ
の
婚
礼
の
衣
装

❸ 

バ
ナ
ナ
の
煮
込
み
料
理
カ
ト
ゴ
を
調
理

❷

❸❶

J
A
P
O
N
D
E
R
（
ジ
ャ
ポ
ン
ダ
ー
）

は
、
留
学
生
を
通
し
て
世
界
の
先
端
研

究
や
社
会
的
課
題
、
生
活
文
化
を
知
る

企
画
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
１
９
８
９

年
、
上
祖
師
谷
に
祖
師
谷
国
際
交
流
会

館(

現
・
上
智
大
学
祖
師
谷
国
際
交
流
会

館
）
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
開

館
か
ら
20
年
の
間
に
延
べ
90
以
上
の
国
や

地
域
か
ら
５
千
名
強
の
留
学
生
が
世
田
谷

区
民
と
し
て
生
活
し
た
。
そ
し
て
住
民

た
ち
が
、
留
学
生
と
地
域
と
を
結
ぶ
活

動
を
行
う
S
U
N
U
S
を
立
ち
上
げ
、

２
０
０
５
年
か
ら
生
活
工
房
と
の
協
働
で

J
A
P
O
N
D
E
R
が
始
ま
っ
た
。

今
年
度
取
り
上
げ
た
の
は
ウ
ガ
ン
ダ
共
和

国
。
東
京
外
国
語
大
学
の
留
学
生
で
あ
る

イ
ア
ン
・
カ
ル
シ
ガ
リ
ラ
氏
と
そ
の
夫
人

で
あ
る
文
化
人
類
学
者
・
椎
野
若
菜
氏
の

研
究
展
示
か
ら
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
社
会
問
題

や
、
人
類
学
の
視
点
か
ら
見
た
ア
フ
リ
カ

の
結
婚
を
紹
介
し
た
。
二
人
の
研
究
か
ら

は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
現
在
進
行
形
の
国
の
姿

と
、
結
婚
と
い
う
人
生
儀
礼
に
お
け
る
人

の
生
き
ざ
ま
が
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
食

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
留
学
生
か
ら

主
食
の
バ
ナ
ナ
の
家
庭
料
理
を
習
い
、
ウ

ガ
ン
ダ
を
ま
る
ご
と
味
わ
っ
た
。

結
婚
か
ら

見
え
て
く
る

ウ
ガ
ン
ダ
の
今

20 代女性の声
いつも生活工房さんの企画楽しみにしていま
す。世田谷区民で良かったな～と思う瞬間です。

開催日時：2015 年 10 月 23 日（金）～ 11 月 15 日（日）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：3,633 名
協力：NPO 法人 FENICS、佐藤靖明（「バナナの足」
研究会・大阪産業大学）

関連企画
ワークショップ「バナナなウガンダ！　新婚さん
のお家ごはん」
開催日時：2015 年 11 月 14 日（土）10:00 ～ 14:30
会場：ワークショップルーム A
講師：イアン・カルシガリラ、椎野若菜
参加人数：19 名
参加費：２人２１組で 3,000 円 

アフリカと結婚   留学生に聴く、ウガンダ共和国のこと

留学生研究発表会　JAPONDER 2015

❶ 

傘
の
生
地
に
包
ま
れ
た
工
作
室
（
撮
影
：
須
賀
浩
二
）

❷ 

作
品
や
パ
ネ
ル
の
他
、
傘
の
部
品
も
展
示
（
撮
影
：
須
賀
浩
二
）

❸ 

分
解
し
た
傘
を
使
っ
た
モ
ビ
ー
ル
の
制
作

次
代
の
文
化
・
芸
術
分
野
を
担
う
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
飛
躍
す
る
機
会
を
つ
く
る
た

め
、
賞
を
設
け
発
表
の
場
を
提
供
す
る
世

田
谷
区
の
事
業
「
世
田
谷
区
芸
術
ア
ワ
ー

ド“

飛
翔
“」。
第
４
回
目
と
な
る
本
賞

の
《
生
活
デ
ザ
イ
ン
部
門
》
を
受
賞
し
た
、

C
A
S
A
 P
R
O
J
E
C
T
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

い
つ
も
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
傘
。
実
は

そ
の
年
間
消
費
量
は
、
国
内
だ
け
で
も

約
１
億
２
千
万
本
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

C
A
S
A
 P
R
O
J
E
C
T
は
そ
ん
な
不

用
に
な
っ
た
傘
を
「
新
た
な
材
料
」
と
し
て

捉
え
な
お
し
、
作
品
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
て
い
る
活
動
だ
。

今
回
は
、
子
ど
も
向
け
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を

夏
に
実
施
し
、
そ
の
場
で
不
用
に
な
っ
た
傘

の
回
収
も
行
っ
た
。
秋
の
展
覧
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
う
し
て
回
収
し
た
傘
を

も
と
に
発
表
。傘
の
特
徴
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
も
参
加
者
の
手
か
ら
生
ま
れ
て

い
っ
た
。
身
近
な
傘
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
モ
ノ
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

傘から

生まれる

モノづくり

開催日時：2015年10月10日（土）～10月20日（火）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：4,674 名
共催：世田谷区
協力：株式会社世田谷サービス公社、世田谷美術館、
世田谷文学館
企画制作：CASA PROJECT

プレイベント
夏の子どもワークショップ 2015

「CASA PROJECT の工作室」
1. CASA のブンカイ術
開催日時：7 月 20 日（月・祝）午前の回 10:30 ～
11:30 ／午後の回 13:30 ～ 14:30
会場：ワークショップルーム A
対象：小学 1 年生～中学生
講師：HOUKO（CASA PROJECT）
参加人数：31 名
参加費：300 円

2. CASA のセイサク術
開催日時：8 月 2 日（日）モビールの回 10:30 ～
12:00 ／バッグの回 14:00 ～ 16:00 
会場：ワークショップルーム A
対象：小学 1 ～ 4 年生（モビールの回）、小学 5 年
生以上（バッグの回）
講師：HOUKO（CASA PROJECT）
参加人数：30 名
参加費：500 円

関連企画
ワークショップ「CASA PROJECT の工作室」　
開催日時：10 月 17 日（土）ガーランドの回 11:00
～ 12:00 ／スマホケースの回 15:00 ～ 16:00、
18 日（日）モビールの回 11:00 ～ 12:00 ／コー
スターの回 15:00 ～ 16:00
会場：ワークショップルーム B
講師：HOUKO（CASA PROJECT）
参加人数：49 名
参加費：500 円

70 代女性の声
捨ててしまう傘が素敵な袋物になり感動。

雨のち傘のち CASA PROJECT
第 4 回世田谷区芸術アワード “ 飛翔 ” 生活デザイン部門受賞展覧会

❷

❸ ❶
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WASHI NOITO 未来を着る、浜井弘治の和紙のプロダクト展

❶ 「
伝
統
的
」
と
い
う
和
紙
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す
る
デ
ザ
イ
ン

❷ 

和
紙
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
出
来
る
ま
で
の
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド 

❸ 

折
り
紙
を
折
る
要
領
で
立
体
的
な
バ
ッ
グ
を
つ
く
る

❷

❸❶

日
本
家
屋
に
欠
か
せ
な
い
素
材
で
あ
っ
た

和
紙
。
和
紙
は
日
本
の
風
土
を
呼
吸
し

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
快
適
に
保
っ
て

き
た
。
そ
し
て
和
紙
は
、「
住
ま
う
た
め
の

素
材
」
だ
け
で
は
な
く
「
着
る
た
め
の
素

材
」
と
し
て
洋
服
生
地
へ
の
応
用
・
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
展
で
は
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
浜
井
弘
治
氏
と
と
も

に
、
和
紙
に
こ
め
ら
れ
た
先
人
の
知
恵
に

触
れ
つ
つ
、
最
先
端
の
素
材
と
捉
え
、
和

紙
糸
と
和
紙
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
可
能
性
を
伝

え
た
。

気
候
変
動
の
影
響
で
２
１
０
０
年
に
は
年

間
平
均
気
温
が
現
在
よ
り
２
〜
３
度
上
昇

す
る
と
予
測
さ
れ
る
日
本
。
木
綿
の
10
倍
の

吸
水
性
と
３
分
の
１
の
軽
さ
を
も
つ
和
紙

糸
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
未
来
の
衣
服
を
快
適

に
す
る
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

展
示
で
は
、
日
本
の
繊
維
産
業
の
歴
史

や
課
題
に
触
れ
つ
つ
、
和
紙
が
糸
と

な
り
、
布
が
服
と
な
る
ま
で
の
ド
ラ
マ

を
、
漫
画
家
・
内
田
春
菊
氏
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
た
。
和
紙
糸

の
洋
服
に
自
由
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

そ
の
シ
ャ
リ
っ
と
し
た
生
地
に
、
未
来
の

手
触
り
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。

和紙を

着ることは、

未来を

着ること

20 代女性の声
外見だけのファッションではなく、内面（機
能性や環境面）を重視していきたいなと思
いました。

開催日時：2015 年 12 月 26 日（土）～ 2016 年 1 月
24 日（日）9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー　来場人数：4,020 名
協力：有限会社大原織物、株式会社オザキプリーツ、
株式会社山陽ニット、クーリオデザインオフィス、
篠原テキスタイル株式会社、島田製織株式会社、
シマダテキスタイル株式会社、中伝毛織株式会社、
ニッセンファクトリー株式会社、備後撚糸株式会
社、有限会社マジカルユニット、株式会社アクト
ブラバリー、有限会社エムドゥーコム、株式会社
O’sps Creative、合同会社匠山泊、有限会社リサ
イア、学校法人文化学園 文化服装学院
展示会場イラストレーション：内田春菊

関連企画
ワークショップ「和紙布でつくるトートバッグ」　
開催日時：2016 年 1 月 16 日（土）10:30 ～ 12:00
／ 13:30 ～ 15:00 ／ 16:00 ～ 17:30
会場：ワークショップルーム A
講師：浜井弘治
参加人数：65 名　参加費：2,500 円

公開インタビュー「和紙布に未来はあるのか ?!」
開催日時：2016 年 1 月 17 日（日）14:00 ～ 15:30
会場：ワークショップルーム A
ゲスト：浜井弘治、松下久美（『WWD ジャパン』
シニアエディター）
参加人数：41 名　参加費：500 円（学生 300 円）

❶ 

展
覧
会
場

❷ 

親
子
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
避
難
所
を
つ
く
ろ
う
！
」

❸ 

参
加
者
に
避
難
所
の
課
題
を
解
説
す
る
坂 

茂
氏 ❷

❸ ❶

坂 

茂
氏
の
建
築
の
特
徴
は
、
紙
管
を
は
じ

め
と
す
る
身
近
な
材
料
の
特
性
を
見
出
し
、

独
自
の
構
造
や
工
法
へ
と
展
開
す
る
こ
と

に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
〈
紙
の
家
〉（
１
９
９
５
年
）

や
〈
ハ
ノ
ー
バ
ー
国
際
博
覧
会
日
本
館
〉

（
２
０
０
０
年
）
な
ど
、
個
人
住
宅
か
ら
公

共
施
設
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
手
掛
け
て
き

た
。
ま
た
、
自
身
の
知
識
と
経
験
を
活
か

し
た
災
害
支
援
活
動
も
世
界
各
地
で
続
け

て
い
る
。

今
回
の
展
覧
会
場
全
体
も
連
結
し
た
紙
管

で
構
成
さ
れ
た
。
代
表
的
な
建
築
を
パ
ネ

ル
や
模
型
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
被
災

地
の
避
難
所
環
境
の
改
善
の
た
め
に
設
計

さ
れ
た
〈
避
難
所
用
簡
易
間
仕
切
り
シ
ス

テ
ム
〉（
２
０
１
１
年
）
を
会
場
に
再
現
す

る
な
ど
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
な

か
で
人
々
の
「
住
ま
い
」
が
い
か
に
あ
る

べ
き
か
を
、
そ
の
建
築
と
活
動
を
通
じ
て

再
認
識
さ
せ
る
展
覧
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
親
子
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
避

難
所
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
は
、
自
分
の
手

で
紙
管
を
組
み
、
避
難
所
づ
く
り
を
体
験
。

参
加
者
全
員
で
災
害
時
の
不
安
や
課
題
点

を
挙
げ
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

災
害
時
の

「
住
ま
い
」
と
は

開催日時：2015年11月28日（土）～12月20日（日）
11:00 ～ 19:00（最終日は 17:00 まで）
会場：ワークショップルーム AB ／生活工房ギャラリー
来場人数：5,908 名
企画制作：株式会社坂茂建築設計、ボランタリー・アー
キテクツ・ネットワーク
協力：旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ
株式会社

関連企画
親子体験ワークショップ「避難所をつくろう！」
開催日時：12 月 12 日（土）15:00 ～ 16:30
会場：セミナールーム AB
進行：原野泰典（坂茂建築設計）
対象：小学 3 年生以上の親子 2 人 1 組
参加人数：28 名
参加費：500 円

70 代女性の声
まさに災害と人に寄り添う建築だ
と感じました。

坂 茂 ― 紙の建築と災害支援
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❶ 

め
ぐ
り
く
り
返
す
自
然
と
人
間
の
一
年
の
営
み
を
表
現
し
た
「
時
の
大
河
」（
撮
影
：
セ
セ
ン
設
計
所
）

❷ 

日
照
時
間
や
寒
暖
の
変
化
に
連
動
す
る
生
き
も
の
の
リ
ズ
ム
を
紹
介
（
撮
影
：
永
禮
賢
）

❸ 

時
と
人
間
の
こ
れ
ま
で
を
壁
画
風
に
描
い
た
「
時
の
精
霊
」（
撮
影
：
永
禮
賢
）

❷

❸❶

24
時
間・３
６
５
日
休
み
な
く
時
を
刻
む
、

時
計
と
カ
レ
ン
ダ
ー
。
私
た
ち
の
社
会
の

規
律
を
か
た
ち
づ
く
り
、
世
界
中
が
そ
の

リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
瞬
の
よ
う

に
感
じ
る
時
間
も
あ
り
、
永
遠
だ
と
感
じ

る
時
間
も
ま
た
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て

私
た
ち
に
は
、
は
る
か
昔
や
は
る
か
未
来

の
こ
と
を
想
像
す
る
力
が
あ
る
。

同
じ
地
球
の
上
で
も
、
山
や
海
、
砂
漠
や

雪
原
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
に
流
れ
る
時

間
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
、
動
植
物
の
一
つ
ひ
と
つ
の
命
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
測
り
よ
う
も
な
い
時
間
が

流
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち

に
と
っ
て
時
間
と
は
何
か
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
時
間
の
過
ご
し
方
を
、
と
も
に
考

え
る
展
覧
会
と
し
て
企
画
し
た
。

展
覧
会
場
で
は
、
星
の
律
動
に
呼
応
す
る

か
の
よ
う
な
生
き
も
の
の
律
動
の
紹
介
、

時
と
人
間
の
こ
れ
ま
で
を
描
い
た
壁
画
や

世
界
の
日
時
計
の
展
示
、
世
界
各
地
の
一

日
を
と
ら
え
た
映
像
を
上
映
。「
時
の
大

河
」
と
題
さ
れ
た
円
形
構
造
物
で
は
、
こ

の
世
界
に
く
り
返
し
め
ぐ
っ
て
く
る
、
大

き
な
時
間
を
表
現
し
た
。

時
の
約
束
を

交
わ
し
な
が
ら
、

私
た
ち
は

生
き
て
い
る

20 代女性の声
生きるということの本質を
見つめ直せるような展示でした。

開催日時：2016 年 3 月 5 日（土）～ 3 月 21 日（月・休）
真昼（11:30 頃）から暗くなる（18:30 頃）まで
会場：ワークショップルームAB／生活工房ギャラリー
来場人数：4,260 名 
共同企画制作・アートディレクション・環境デザイン・アート
ワーク：セセンシトカ
展示協力：公益財団法人 吉田秀雄記念事業財団　ア
ド・ミュージアム東京、公益財団法人 下中記念財団、
一般財団法人 進化生物学研究所、remo［NPO 法
人記録とメディアのための組織］、千代の亀酒造株
式会社、小野行雄

関連企画
上映会「めぐる季節、約束の物語」
開催日時：3 月 12 日（土）14:00 ～ 17:00
会場：セミナールーム AB
参加人数：38 名
参加費：無料

おはなし会「世界のはじまり、時のはじまり」
開催日時：3 月 19 日（土）13:30 ～ 15:00
会場：展覧会場内
出演：世田谷おはなしネットワーク
参加人数：60 名
参加費：無料

ワークショップ「日時計をつくろう」
開催日時：3 月 20 日（日・祝）10:00 ～ 12:30
会場：セミナールーム B ほか
講師：小野行雄（日時計作家）
参加人数：17 名
参加費：1,000 円

時間をめぐる、めぐる時間の展覧会
❶ 

提
灯
が
と
も
る
展
示
会
場
（
撮
影
：
永
峰
拓
也
）

❷ 

細
い
路
地
の
よ
う
な
構
成
（
撮
影
：
永
峰
拓
也
）

❸ 

個
性
的
な
イ
ラ
ス
ト
が
目
を
ひ
く
（
撮
影
：
永
峰
拓
也
）

世
田
谷
通
り
と
玉
川
通
り
（
国
道
２
４
６

号
）
に
挟
ま
れ
た
三
軒
茶
屋
の
デ
ル
タ
地

帯
―
―
通
称「
三
角
地
帯
」。
戦
後
に
立
っ

た
闇
市
の
名
残
を
留
め
る
こ
の
一
角
は
、

時
に“

迷
宮
“と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
細

い
路
地
が
入
り
組
ん
だ
エ
リ
ア
と
な
っ
て

い
る
。

本
展
で
は
こ
の
三
角
地
帯
に
焦
点
を
あ

て
、
多
角
的
に
調
査
し
紐
解
く
こ
と
を
試

み
た
。
考
現
学
を
提
唱
し
た
建
築
学
者
・

風
俗
研
究
家
の
今
和
次
郎
の
手
法
に
な

ら
い
、
店
舗
の
営
み
や
往
来
す
る
人
々
を

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
記
録
し
て
い
っ

た
。
例
え
ば
、
店
舗
を
網
羅
し
た
地
図
や

供
さ
れ
る
お
通
し
の
傾
向
、
ス
ナ
ッ
ク
で

歌
わ
れ
る
音
楽
、通
行
量
の
多
い
抜
け
道
、

通
行
人
の
特
徴
な
ど
。
5
組
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
が
、
い
つ
か

は
消
え
て
し
ま
う
景
色
・
営
み
を
地
域
の

文
化
・
習
俗
と
し
て
切
り
取
っ
た
。

入
り
組
ん
だ
路
地
の
よ
う
な
展
示
会
場
に

は
、
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
調
査
結
果
の
他
に

も
、
三
角
地
帯
の
年
表
や
関
係
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
展
示
。
三
軒
茶
屋
の
迷
宮

が
生
ま
れ
た
背
景
に
も
触
れ
る
展
覧
会
と

な
っ
た
。

三軒茶屋の

迷宮をゆく

開催日時：2016 年 1 月 30 日（土）～ 2 月 28 日（日）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：7,633 名

関連企画
トークイベント「都築響一のフィールド・ノート
―記録し、記憶すること」
開催日時：2 月 6 日（土）15:00 ～ 16:30
会場：セミナールーム AB
講師：都築響一（編集者）
参加人数：88 名
参加費：500 円

トークイベント「セタガヤ・ローカルの歩き方」
開催日時：2 月 28 日（日）15:00 ～ 16:30 
会場：セミナールーム AB
講師：しまおまほ（エッセイスト）、草彅洋平（東
京ピストル）
参加人数：60 名
参加費：500 円

40 代男性の声
ずっと気になってた三角地帯を
とてもよく調べてあり感激！

三軒茶屋 三角地帯 考現学

❷

❸ ❶
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Workshop

に
ぎ
や
か
な
陶
磁
器
た
ち

MADE IN OCCUPIED JAPAN 1947-1952  海を渡った陶磁器展

森・里・海の連環による豊かな海づくり 「レリーフジオラマ」

開催日時：2016 年 3 月 26 日（土）～ 4 月 17 日（日）
9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：924 名 ( 3月31日現在 )
協力：田中荘子、米国オキュパイド・ジャパンクラブ、
瀬戸ノベルティ文化保存研究会、一般財団法人名古
屋陶磁器会館、吉原ゆう子

関連企画
トークイベント「海を渡った陶磁器と戦後 70 年」
開催日時：2016 年 4 月 10 日（日）14:00 ～ 15:30
会場：ワークショップルーム A
講師：田中荘子 ( 米国オキュパイド・ジャパンクラブ会長 )
参加費：300 円

開催日時：2015 年 4 月～ 2016 年 3 月（上映日数 152 日）
会場：八角堂
来場人数：4,335 名

日
本
の

も
の
づ
く
り

か
ら

戦
後
７
０
年

を
見
つ
め
る

へ ぇ ー 、

こ ん な と こ ろ に … … 。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
、
立
体

的
な
映
像
作
品
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽
が
流
れ
る
中
、

正
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
加
え
、
床
に
置
か
れ
た
大
き
な
模

型
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
。
美
し
い
日
本
の
自
然
、
四

季
を
感
じ
な
が
ら
、
約
５
分
間
で
学
ぶ
、
自
然
の
循
環
と

人
々
の
関
わ
り
の
物
語
。

目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
耳
元
で
語
っ
て
聞
か
せ
て

い
る
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
。
一
生
懸
命
メ
モ
を
取
る
学

生
。
繰
り
返
し
浸
っ
て
い
る
お
年
寄
り
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
め
る
場
所
だ
。
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ

ト
タ
ワ
ー
２
階
、
渡
り
廊
下
の
突
き
当
り
。
隠
れ
た
名
所

に
な
る
か
も
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
連
合
国
の
占

領
下
に
あ
っ
た
日
本
。
民
間
貿
易
が

再
開
さ
れ
た
昭
和
22
年
か
ら
27
年
に

か
け
て
の
5
年
間
の
輸
出
品
に
は

「M
ade in Occupied Japan

(

占

領
下
の
日
本
製)

」
の
刻
印
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
本
展
で
は
、
田
中
荘

子
氏（
米
国
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
）の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
、
名
古
屋
、
瀬
戸
、
有
田
な

ど
の
産
地
で
、
製
造
・
輸
出
さ
れ
た

陶
磁
器
の
う
ち
約
２
０
０
点
を
里
帰

り
展
示
し
た
。

日
本
が
占
領
下
に
あ
っ
た
と
い
う
歴

史
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
、

当
時
の
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
熱
意

迫
力
の
映
像
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
で
す
。

の
こ
も
っ
た
愛
ら
し
い
陶
磁
器
は
、

私
た
ち
に
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
く
れ
た
。
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❶ 

作
画
し
た
絵
を
一
枚
一
枚
コ
マ
撮
り
撮
影

❷ 

本
番
前
の
緊
張
の
面
持
ち

❸ 

収
録
ス
タ
ジ
オ
で
笑
顔
の
記
念
撮
影

❷

❸❶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研
究
所
を
舞
台
に
、
映

像
と
放
送
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
前
半
は
、コ
マ
撮
り
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
。
ひ
と
・
植
物
・
妖
怪

…
…
な
ど
の
お
題
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

考
え
、み
ん
な
の
絵
が
ぐ
る
ぐ
る
つ
な
が
っ

て
、
変
化
し
て
い
く
さ
ま
を
作
画
す
る
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ラ
テ
ン
語
で
霊
魂

を
意
味
す
るanim

a

（
ア
ニ
マ
）
に
由

来
し
て
お
り
、
動
か
な
い
も
の
に
命
を
与

え
て
動
か
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
講
師
の

小
柳
貴
衛
氏
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
、

モ
ノ
が
動
く
時
の
、
加
速
・
減
速
・
弾
性

な
ど
の
表
現
を
加
え
る
こ
と
で
、
突
如
動

き
が
生
き
生
き
す
る
。
そ
れ
は
、
ア
ニ
マ

の
語
源
を
体
感
す
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

後
半
は
放
送
ス
タ
ジ
オ
で
の
番
組
収
録
。

キ
ャ
ス
タ
ー
や
リ
ポ
ー
タ
ー
の
出
演
側

と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
フ
ロ
ア
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
な
ど
の
裏
方
と
、両
方
を
体
験
し
た
。

プ
ロ
の
現
場
の
息
を
呑
む
緊
張
感
が
、
子

ど
も
た
ち
の
表
現
力
や
ユ
ー
モ
ア
を
引
き

出
す
。

生
活
工
房
の
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

本
物
に
出
会
う
こ
と
、
を
何
よ
り
も
大
切

に
し
て
い
る
。

プ
ロ
の

放
送
の
現
場
は

ド
ッ
キ
ド
キ
！

中学 1 年生男子の声
改めて裏方は縁の下の力持ちだと
思いました。

開催日時：2015 年 8 月 3 日（月）、4 日（火）
10:00 ～ 17:00
会場・共催：NHK 放送技術研究所
協力：NHK 放送研修センター、東京工芸大学
講師：小柳貴衛（アニメーション作家）
対象：小学 3 年生～中学生
参加人数：46 人（＋保護者など 35 人）
参加費：500 円

関連企画
NHK 技研×生活工房 夏のアニメーションワーク
ショップ報告展
開催日時：2016 年 2 月 12 日（金）～ 26 日（金）
9:30 ～ 18:00（土日祝は休み／最終日は 12:00 まで）
会場：NHK 放送技術研究所 1F 技研ギャラリー
来場人数：7,228 名

夏のぐるぐるアニメーション in ＮＨＫ技研！
子どもワークショップ 2015

❶

❶ 

笑
い
あ
ふ
れ
る
撮
影
会
で
14
歳
の
自
分
を
記
録
す
る

❷ 

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
技
法
で
布
に
プ
リ
ン
ト
す
る

❸ 

デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
出
し
の
た
め
の
10
の
質
問
を
発
表

❷

❸

spoken w
ords project

の
デ
ザ
イ
ナ
ー

飛
田
正
浩
氏
を
講
師
に
迎
え
、
14
歳
の
中

学
生
た
ち
が
３
日
間
か
け
て
、
自
ら
の
心

模
様
を
洋
服
生
地
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
飛

田
氏
の
「
言
葉
に
出
来
な
い
感
情
を
あ
え

て
言
葉
に
す
る
よ
う
に
、
私
は
そ
の
感
情

を
あ
え
て
服
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
服

づ
く
り
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
「
言

葉
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
を
色
や
形
に
変

換
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。

初
め
て
会
う
メ
ン
バ
ー
も
３
日
間
の
う
ち

に
打
ち
解
け
て
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
く

…
…
の
が
例
年
だ
が
、
今
年
の
参
加
メ
ン

バ
ー
は
黙
々
と
作
業
を
す
る
タ
イ
プ
。
講

師
も
ス
タ
ッ
フ
も
初
め
戸
惑
っ
た
が
、
結

果
そ
の
集
中
力
が
非
常
に
完
成
度
の
高

い
、
洗
練
さ
れ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
た
。

今
年
で
５
年
目
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
初
年
度
に
参
加
し
た
14
歳
の
中
学
生

た
ち
は
今
頃
、
ど
ん
な
女
性
に
成
長
し
た

だ
ろ
う
か
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
成
長
を
続
け
て
い
る
。

今だけの

気持ちを

ワンピースに

込める開催日時：2015 年 7 月 24 日（金）、25 日（土）、
26 日（日）10:00 ～ 17:00［制作］、8 月 25 日（火）
13:00 ～ 17:00［撮影会］
会場：ワークショップルーム AB
講師：spoken words project 飛田正浩
対象：中学 2 年生女子
参加人数：15 人（＋保護者など 15 人）
参加費：4,000 円
協力：池田晶紀（ゆかい）

中学 2 年生女子の声
ふだん体験できないことや、一生に一度しか
できないことをしたので、とても良かった。

14 歳のワンピース
子どもワークショップ 2015
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❶ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
正
月
飾
り
は
稲
藁
を
綯
う
と
こ
ろ
か
ら

❷ 

残
暑
厳
し
い
８
月
に
ぴ
っ
た
り
の
美
味
し
い
組
み
合
わ
せ

❸ 

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
料
理
を
囲
ん
で
乾
杯
！

❷

❸❶

大
人
の
た
め
の
日
曜
・
朝
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
今
年
度
も“

日
曜
の
朝
を

ち
ょ
っ
と
贅
沢
に”

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
３

企
画
を
行
っ
た
。

９
月
の
第
１
回
は
、
近
年
注
目
を
集
め
る

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
、
ビ
ー
ル
と
も

相
性
の
い
い
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
が
テ
ー
マ
。

レ
ク
チ
ャ
ー
や
試
飲
・
試
食
を
通
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
美
味
し
さ
や
魅
力
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
第
２
回
は
年
の
瀬
の
日

曜
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
の
「
お

正
月
飾
り
づ
く
り
」
を
実
施
。
伝
統
的
な

手
法
で
稲
藁
（
い
な
わ
ら
）
を
綯
（
な
）
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
注
連
縄
を
完
成
さ
せ
た
。

１
月
の
第
３
回
は
「
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
・
パ

ス
タ
」。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
家
族
や
友
人

が
集
ま
る
日
曜
の
ラ
ン
チ
は
と
て
も
大
事

な
も
の
。
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
食
べ
る
と

こ
ろ
ま
で
が
食
の
時
間
。
講
師
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
し
た
現
地
の
食
の
話
も
聞
き

な
が
ら
、
１
日
目
は
普
段
の
日
曜
日
、
２

日
目
は
祝
い
ご
と
な
ど
の
特
別
な
日
曜
日

を
テ
ー
マ
に
、
手
打
ち
パ
ス
タ
な
ど
「
難

し
く
な
い
、
で
も
手
間
と
時
間
を
か
け
て

つ
く
る
」
シ
ン
プ
ル
な
イ
タ
リ
ア
料
理
を

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
。

#1 朝のクラフトビールとソーセージのワークショップ
開催日時：2015 年 8 月 30 日（日）、9 月 6 日（日）
10:00 ～ 13:00
会場：ワークショップルーム A
講師：真田了仙（クラフトビアハウス ラッシュ・ライ
フ）、齋藤裕司（ファインシュメッカー サイトウ）
参加人数：30 名
参加費：3,000 円（2 回分）

#2 新年を祝う・お正月飾りづくり
開催日時：2015 年 12 月 27 日（日）10:00 ～ 12:00
／ 14:00 ～ 16:00　※各 1 回完結
会場：ワークショップルーム A
講師：サナダスタジオ
対象：中学生以上
参加人数：37 名
参加費：1,500 円

#3 みんなでつくってみんなで食べる日曜日のパスタ
開催日時：2016 年 1 月 24 日（日）、31 日（日）
会場：ワークショップルーム A
講師：宮浦宜子（Life on the Table）
参加人数：21 名
参加費：3,000 円（2 回分）

SUNDAY MORNING WORKSHOP

日曜日の朝を

ワークショップで

愉しむ

30 代女性の声
日曜日の朝を有意義に活用できて
よかった。

❶

お
気
に
入
り
の

バ
ッ
グ
に
、

夏
の
思
い
出

た
く
さ
ん
つ
め
よ
う

❶ 

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
箔
押
し
も
体
験

❷ 

描
い
た
り
、
押
し
た
り
、
貼
り
つ
け
た
り

❸ 

世
界
に
一
つ
の
楽
し
い
バ
ッ
グ
が
完
成

❷

❸

夏
休
み
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
生

活
工
房
に
来
て
、
生
活
工
房
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
！　

そ
ん
な
思
い
か
ら

生
ま
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。

若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
講
師
と
な
り
、

お
店
屋
さ
ん
の
よ
う
に
、
バ
ッ
グ
を
装

飾
す
る
た
め
の
、
ス
テ
ン
シ
ル
、
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
・
技
法
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
。
制
作
時
間
は
約

1
時
間
強
。
シ
ン
プ
ル
な
布
の
バ
ッ
グ

は
み
る
み
る
、
賑
や
か
で
お
洒
落
な
バ
ッ

グ
に
変
身
し
た
。

日
頃
あ
ま
り
接
点
が
な
い
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

た
ち
と
子
ど
も
た
ち
が
出
会
い
一
緒
に

も
の
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
大
人

た
ち
と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
働
き
方
や

生
き
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
。

子
ど
も
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、
セ
ン
ス

と
遊
び
心
の
効
い
た
、
大
人
も
欲
し
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
バ
ッ
グ
を
つ
く

り
た
い
！ 

デ
ザ
イ
ン
は
楽
し
い
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
を

実
現
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

開催日時：2015 年 8 月 11 日（火）、12 日（水）
13:00 ～ 17:00
会場：ワークショップルーム AB
講師：NNNNY、桐山阿弓（MAN）＋ bodysong.、
金箔寺、Colliu、OYA PRESS 、sunshine to you! 
木原佐知子、monyomonyo
対象：小学 1 年生～中学生
参加人数：146 人（＋保護者など 190 人）
参加費：500 円

小学 1 年生女子の保護者の声
おうちではやってあげられないけど、お姉さ
んやお兄さんとだと創造力、デザインがあふ
れてくるみたいです。

夏休みをいれるバッグをつくろう！
子どもワークショップ 2015
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❶ 

電
動
三
輪
車
の
分
解
と
組
み
立
て
を
グ
ル
ー
プ
で
行
う

❷ 

地
球
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー

❸ 

装
置
を
使
っ
て
モ
ー
タ
ー
の
仕
組
み
を
学
ぶ
参
加
者

❷

❸❶

今
年
も
次
世
代
を
担
う
中
学
生
を
対
象
に

開
催
し
た
。
地
球
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
を
「
自
動
車
」
の
視
点
か
ら
考
え
る
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
も
「
電

気
自
動
車
」「
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

カ
ー
」
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
世
代
車

を
教
材
に
実
施
し
て
き
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
交
通
の
未
来
」。
近

い
将
来
、
枯
渇
す
る
と
い
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
問
題
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
お

け
る
交
通
手
段
の
改
善
は
重
要
な
課
題

だ
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
よ
り
便
利
で

快
適
な
移
動
＝
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
可
能
に
す

る
新
し
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
交
通
手
段
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
全
３
回
の
講
座
で
は
、

人
類
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状

と
、
世
界
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と

そ
れ
を
活
用
す
る
地
域
の
交
通
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
世
田
谷
に

求
め
ら
れ
る
新
し
い
交
通
に
つ
い
て
考
え

た
。
ま
た
、
企
画
進
行
の
日
本
E
V
ク
ラ

ブ
が
開
発
し
た
「
電
動
三
輪
車
ス
イ
ン
グ

E
３
」
の
分
解
と
組
み
立
て
を
行
い
、
最

終
日
は
電
気
カ
ー
ト
の
試
乗
や
「
ト
ヨ
タ

M
I
R
A
I
」
の
デ
モ
走
行
な
ど
、
新
し

い
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
体
感
し
た
。

世
田
谷
の
新
し
い

モ
ビ
リ
テ
ィ
を

考
え
よ
う
！

中学 2 年生男子の声
近い将来が、新しいモビリティで
楽しみになった。

開催日時：2016 年 3 月 13 日（日）、3 月 20 日（日・祝）
11:00 ～ 16:00、3 月 27 日（日）8:00 ～ 17:00
会場：東京都立総合工科高等学校（13、20 日）、トヨ
タ東京自動車大学校（27 日）
対象：世田谷区在住、在学の小学 6 年生～中学 3 年生
参加人数：33 名
参加費：3,500 円
共催：東京都立総合工科高等学校
協賛：トヨタ自動車株式会社
企画制作：一般社団法人 日本 EV クラブ

電動三輪車 E 3 をつくろう！
中学生次世代車教室 2016

❶

❶ 

食
品
を
温
め
る
た
め
の
要
は
ど
の
部
品
？

❷ 

分
解
し
た
ら
素
材
ご
と
に
分
け
て
リ
サ
イ
ク
ル

❸ 

分
解
し
な
が
ら
生
ま
れ
た
疑
問
を
博
士
と
答
え
合
わ
せ

❷

❸

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
分
解
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、ロ
ボ
ッ

ト
ク
リ
ー
ナ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
、
炊
飯
器

と
い
っ
た
家
電
製
品
の
仕
組
み
を
、
親
子

で
分
解
し
な
が
ら
調
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
た
ち
が

「
分
解
博
士
」
と
し
て
作
業
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
ネ
ジ
を
外
し
、
部
品

に
戻
し
て
い
く
。

「
も
の
づ
く
り
」で
は
な
く「
分
解
」か
ら
、

も
の
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
と
い
う
逆
さ

ま
の
発
想
は
、
私
た
ち
に
新
た
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。

現
場
で
ま
ず
驚
く
の
は
、
一
つ
ひ
と
つ

の
部
品
の
美
し
さ
だ
。
例
え
ば
細
か
い

部
品
で
構
成
さ
れ
た
電
子
基
盤
は
、
ま

る
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
街
の
よ
う
。
し
か

し
そ
の
材
質
、
形
、
色
に
は
役
割
と
意

味
が
あ
り
、
何
一
つ
無
駄
な
も
の
は
な

い
。
そ
こ
に
は
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
機
能

美
が
あ
る
。
そ
ん
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
の
原
点
を
体
験
で
き
る
の
も
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
魅
力
だ
。
家
に

帰
っ
て
同
じ
家
電
製
品
を
使
う
時
、
ボ

タ
ン
を
押
す
時
、
き
っ
と
今
ま
で
と
は

違
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

分けて解く

ことで知る、

モノの仕組み

開催日時：2015 年 11 月 1 日（日）13:30 ～ 17:00
会場：ワークショップルーム AB
対象：小学 3 年生以上の親子 2 人 1 組
参加人数：46 組
参加費：1,000 円
協力：株式会社東芝
ドキュメンテーション：等々力心太朗（記録のデザイン室）

分解ワークショップ  家電製品の仕組みを探ろう！

子どもワークショップ 2015

小学 3 年生女子の保護者の声
普段やったことのないことばかりで楽し
かった。子供が驚きながら夢中になれるこ
とは素晴らしいです。
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セミナー／イベント
地域と市民活動

セ ミ ナ ー ／ 地 域

Seminar
/ Event 

Local Community

❶

時
計
と

カ
レ
ン
ダ
ー
の

中
か
ら
、

時
を
と
き
は
な
つ
。

❶ 

み
ず
み
ず
し
い
桑
の
木
の
枝
を
採
る（
時
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プvol.3

「
水
に
満
ち
た
木
の
皮
を
編
む
」）

❷ 

さ
ま
ざ
ま
な
木
の
皮
を
な
っ
た
り
編
ん
だ
り
。
講
師
の
長
谷
川
美
和
子
氏
（
同
）

❸ 

世
田
谷
の
竹
で
、
月
を
う
つ
す
盃
づ
く
り
（
時
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プvol.4

「
月
を
う
つ
す
」）

❷

❸

天
体
の
動
き
と
と
も
に
め
ぐ
る
季
節
、

く
り
か
え
す
昼
と
夜
。
人
間
を
含
め
た

地
球
上
の
す
べ
て
の
生
命
は
、
自
然
の

律
動
と
同
調
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。
し
か
し
私
た

ち
の
生
活
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
律
動

か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
24
時
間

化
す
る
産
業
、
明
る
い
夜
。
比
例
し
な

い
時
間
と
距
離
、
季
節
を
問
わ
ず
手
に

入
る
食
べ
も
の
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
加

速
度
を
増
し
て〈
即
時
化
〉〈
高
速
化
〉〈
均

質
化
〉
す
る
「
時
」
に
、
私
た
ち
の
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
は
つ
い
て
行
け
る
の
だ

ろ
う
か
。

本
企
画
で
目
指
し
た
の
は
、「
自
然
の
中

に
流
れ
る
時
間
、
体
の
中
に
流
れ
る
時

間
」
に
立
ち
返
る
こ
と
。「
時
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
に
出
か
け
て
い
き
、
ほ
か
の
命

の
「
時
」
と
出
会
い
、
か
か
わ
る
。「
時

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会
」
で

は
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
で
生
き

る
人
々
の
「
時
」
を
、
記
録
映
像
を
通

し
て
想
う
。
か
か
わ
る
こ
と
、
想
う
こ

と
の
中
か
ら
新
た
な
「
時
」
を
見
つ
け
、

自
然
と
と
も
に
ゆ
ら
ぐ
時
間
を
さ
ぐ
る

企
画
と
な
っ
た
。

時のフィールドワークショップ vol.3「水に満ちた木
の皮を編む」
開催日時：2015 年 6 月 21 日（日）10:00 ～ 16:30
会場：ワークショップルーム A、近隣の遊歩道
講師：長谷川美和子（木のヒゲ）
参加人数：15 名
参加費：2,500 円

時のドキュメンタリー上映会 vol.3「ものづくりの時」
開催日時：2015 年 7 月 4 日（土）14:00 ～ 17:30
会場：ワークショップルーム A
参加人数：38 名
参加費：無料

時をときはなつ vol.4「月を待つ」
時のフィールドワークショップ「月をうつす」
開催日時：2015 年 9 月 26 日（土）13:00 ～ 16:00
会場：ワークショップルームＡ
参加人数：14 名
参加費：1,500 円
時のドキュメンタリー上映会「満月の夜に」
開催日時：9 月 26 日（土）16:30 ～ 19:00
会場：ワークショップルーム A
参加人数：42 名
参加費：無料

共同企画制作：セセンシトカ
協力：株式会社奥会津昭和村振興公社、一般財団法人
世田谷トラストまちづくり、世田谷区生涯学習・地域・
学校連携課、渡辺万知子

時をときはなつ  vol. 3・4

60 代女性の声
あらためて、
人と自然の絆を感じる場でした

時のフィールドワークショップ＆時のドキュメンタリー上映会S
E
M

IN
A
R
 /  L

O
C
A
L

57 56



❶ 

多
く
の
人
が
訪
れ
る
会
場

❷ 

子
ど
も
に
人
気
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

❸ 「
つ
な
が
り
展
」
の
様
子

❷

❸❶

『
世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マ
（Art Flea 

M
arket

＝
ア
ー
ト
の“

の
み
の
市”

）』

と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
手
掛
け

る
作
り
手
の
発
表
の
場
で
あ
り
、「
も

の
」
を
通
し
て
「
世
田
谷
」
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
の
場
で
も
あ
る
。
今
年

も
春
と
秋
に
開
催
し
、
会
場
に
は
大
勢

の
人
た
ち
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。
出

展
ブ
ー
ス
に
は
個
性
豊
か
な
作
品
が
並

ぶ
と
と
も
に
、
地
元
の
パ
ン
あ
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

お
祭
り
気
分
が
楽
し
め
る
。

世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マ
の
特
徴
は
、「
も

の
」
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
作
っ
た
人
に

直
接
つ
な
が
れ
る
こ
と
。
遊
び
に
く
る

人
に
は
、
自
分
の
お
気
に
い
り
を
見
つ

け
る
機
会
と
し
て
、
お
店
を
出
す
人
に

と
っ
て
は
、
自
分
の
作
っ
た
も
の
を 

み

ん
な
に
見
て
も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ

し
て
、
今
回
遊
び
に
き
た
人
が
、
次
回

は
自
分
も
お
店
を
出
し
て
み
た
い
！
と

な
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
世
田
谷
」
と
い
う
地
域
限
定
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
暮
ら
す
街
の
魅
力
の
再
発

見
に
も
つ
な
が
る
。
世
田
谷
ア
ー
ト
フ

リ
マ
は
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
が
た
く
さ

ん
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

考
え
る
人
、

作
る
人
、見
る
人
。

さ
ら
に
充
実
し
た

イ
ベ
ン
ト
へ
！

40 代女性の声
種々色々な展示があり
とても興味深かったです。

開催日時：［Vol.23］2015年4月18日（土）、19日（日）
11:00 ～ 17:00［Vol.24］9 月 19 日（土）、20 日（日）
11:00 ～ 17:00
会場：ワークショップ AB、セミナールーム AB、市
民活動支援コーナー
来場人数：［Vol.23］約 6,000 名　［Vol.24］約 7,000 名
共催：世田谷アートフリマプロジェクト
協力：世田谷 233

関連企画
世田谷アートフリマつながり展 2015
開催日時：2015 年 4 月 4 日（土）～ 19 日（日）9:00
～ 20:00（最終日は 17:00 まで）
会場：生活工房ギャラリー
出展作家：Emi（キリハリエ）、小田ひで次（漫画）、
ゴトウヨシタカ（写真）、コヤナギアイコ（クレ
イ粘土）、佐々木朋哉（ミニチュア）、STUDIO 
UNICORN（ フォトアート ）、Storm Machine 
Graphics（イラストレーション）、永井キオ（鉄
造オブジェ）、モリヒロミ（シルクスクリーン）、
ヤスハラユキ（P’sBOX）（フェルト）
来場人数：4,680 名

世田谷アートフリマ
❶ 

フ
ィ
ル
ム
提
供
者
の
ご
自
宅
で
出
張
上
映
会

❷ 

公
開
鑑
賞
会
の
様
子

❸ 

老
朽
化
の
た
め
、
こ
の
数
日
後
に
一
色
邸
は
解
体

❷

❸

昭
和
30
〜
50
年
代
に
ひ
ろ
く
普
及
し
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
。
当
時
の
街
並
み
や

暮
ら
し
ぶ
り
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料

と
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
家
庭
の
押

入
れ
の
な
か
で
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
に
焦
点
を
あ
て
た
参
加
型
の
ア
ー

カ
イ
ブ
活
動
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
日

本
大
学
で
社
会
学
を
専
攻
す
る
学
生
、

フ
ィ
ル
ム
の
提
供
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
の
集
い
「
せ
た
が
や
ア
カ

カ
ブ
の
会
」
な
ど
、
多
く
の
人
と
の
関

わ
り
の
も
と
実
施
し
た
。
16
時
間
ほ
ど

の
フ
ィ
ル
ム
が
集
ま
り
、
当
時
の
街
並

み
や
暮
ら
し
を
よ
く
伝
え
る
映
像
を
選

別
し
、
計
6
時
間
程
度
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
開
鑑
賞
会
で
は
、
学
生
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
来
場
者
か
ら
語
り

を
引
き
出
し
て
い
っ
た
。
映
像
を
媒
体

に
し
て
鑑
賞
者
の
記
憶
が
想
起
さ
れ
、

フ
ィ
ル
ム
に
は
映
っ
て
い
な
い
出
来
事

も
語
ら
れ
て
い
く
鑑
賞
会
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
映
像
は
生

活
工
房
内
外
の
鑑
賞
会
や
展
覧
会
の
場

で
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
今
後
も
記
録

さ
れ
て
い
な
い
部
分
を
手
が
か
り
に
、

ア
ー
カ
イ
ブ
を
実
践
し
て
い
く
。

記録の穴から

みえるもの

募集期間：5 月 25 日（月）～ 8 月 15 日（土）
提供フィルム数（提供人数）：16 時間程度（15 名）
企画制作：remo［NPO 法人記録と表現とメディア
のための組織］
協働機関：日本大学文理学部社会学科後藤範章研究室
協力：NPO 法人映画保存協会、コガタ社
　　
キックオフイベント「みえないものをみる」
開催日時：2015 年 6 月 27 日（土）10:30 ～ 12:00
会場：ワークショップルーム B
来場人数：45 名

8 ミリフィルム鑑賞会―穴からみえる、ひと、くら
し、世田谷
開催日時：2015 年 10 月 4 日（日）14:00 ～ 15:30
会場：ワークショップルーム B
来場人数：98 名

一色邸オープンハウスでの上映会
開催日時：2015 年 11 月 7 日（土）14:00 ～ 15:00
会場：一色邸（世田谷区経堂 2 丁目）
来場人数：35 名

40 代男性の声
映像を上映しながら、その関係者に
インタビューするという手法が秀逸。

穴アーカイブ：an-archive

❶
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心
地
よ
い
緊
張
。
読
み
手
も
、
聞
き
手
も
。

笑
顔
は
世
界
を
つ
な
ぐ
カ
ギ

朗読講座  豊かなことばの世界

第 24 回国際交流 in せたがや 2016

開催日時：年 4 回（4月期、7 月期、11月期、2月期 ）
各 4 講座（ 水曜午前・午後、木曜午後、金曜午後）
会場：セミナールーム A
講師：一般財団法人ＮＨＫ放送研修センター日本
語センター
対象：一般 
参加人数：660 名
参加費：20,500 円（4 回分）、アーツカード会員
は 18,500 円
共催：一般財団法人ＮＨＫ放送研修センター日本
語センター

朗読発表会
開催日時：2016 年 3 月 6 日（日）13:30 ～ 16:30
参加人数：69 名
参加費：無料

開催日時：2016 年 2 月 20 日（土）13:00 ～ 16:00
会場：ワークショップルーム AB、セミナールーム AB
参加費：1,000 円
来場人数：324 名
共催：世田谷海外研修者の会

毎
日

使
っ
て
い
る

も
の
だ
か
ら
、

こ
そ
。

草 の 根 が

海 を 越 え て い く

生
活
工
房
で
は
、
区
民
団
体
が
行
う
国
際
交

流
事
業
を
共
催
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
年
で
第
24
回
目
を
数
え
る
こ
の
催
し
は
、

区
民
の
有
志
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り

の
国
際
交
流
事
業
で
、
在
日
外
国
人
と
の
文

化
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

各
国
の
大
使
館
大
使
、
書
記
官
な
ど
も
交
え

て
、
に
ぎ
や
か
な
時
間
を
楽
し
ん
だ
。
合
計

26
か
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
り
、

世
界
各
国
の
P
R
ブ
ー
ス
で
は
、
自
国
の

文
化
紹
介
や
、
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
て

来
場
者
の
人
気
を
得
た
。

ま
た
、
お
茶
の
お
手
前
や
和
服
の
着
付
け
な

ど
日
本
文
化
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
、

区
民
と
在
日
外
国
人
の
交
流
を
深
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。

選
り
抜
き
の
日
本
語
の
文
章
に
じ
っ

く
り
と
向
き
合
い
、
声
に
し
て
い
く
。

シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
、
奥
の
深
い
世
界
。

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で
、
時
間

を
や
り
く
り
し
て
き
た
受
講
生
た
ち

に
と
っ
て
、
が
ん
ば
れ
ば
、
が
ん
ば
っ

た
だ
け
得
る
も
の
の
あ
る
豊
か
な
世

界
で
あ
る
。

1
年
を
締
め
く
く
る
発
表
会
が
お
開

き
に
な
っ
た
時
、発
表
し
た
メ
ン
バ
ー

の
表
情
は
、
ほ
ん
と
う
に
は
れ
ば
れ
。

講
師
を
務
め
た
N
H
K
日
本
語
セ
ン

タ
ー
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
み
な
さ
ん
、

耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
た
聴
衆
の
み
な

さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
、
春
風

が
吹
い
た
瞬
間
だ
っ
た
。

取
り
上
げ
た
作
品

夏
目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」「
三
四
郎
」「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

島
崎
藤
村
「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」

芥
川
龍
之
介
「
ト
ロ
ッ
コ
」「
蜘
蛛
の
糸
」

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
子
」

壷
井
栄
「
二
十
四
の
瞳
」

太
宰
治
「
斜
陽
」

向
田
邦
子
「
思
い
出
ト
ラ
ン
プ
」

森
鷗
外
「
最
後
の
一
句
」

伊
藤
左
千
夫
「
野
菊
の
墓
」

❶ 

か
ら
だ
全
体
で
、
ナ
マ
の
お
は
な
し
を
吸
収
す
る

❷ 

さ
ま
ざ
ま
な
小
道
具
も
駆
使
し
な
が
ら
、
お
は
な
し
の
世
界
に
引
き
込
む
出
演
者

❸ 

と
き
に
は
聞
き
手
の
子
ど
も
た
ち
も
主
役
に

❷

❸ ❶

「
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク*

」

と
共
催
す
る
本
企
画
で
は
、
毎
年
、
3
日

間
の
お
は
な
し
会『
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
』

と
2
回
の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

お
は
な
し
会
は
、
構
成
、
出
演
、
準
備
の

す
べ
て
を
参
加
者
が
行
う
市
民
の
手
作
り

企
画
と
し
て
回
を
重
ね
、
今
年
度
で
15
回

目
を
迎
え
た
。
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
対

象
年
齢
を
分
け
た
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
で
、
紙
芝
居
、
す
ば
な
し
、
手
あ
そ
び
、

わ
ら
べ
唄
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
多

彩
な
上
演
を
行
い
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
、

生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
絵
本
原
画
展
を

開
催
中
の
絵
本
作
家
は
た
こ
う
し
ろ
う
氏

を
お
呼
び
し
た
（
P.  

40
参
照
）。

講
演
会
で
は
、
長
年
お
は
な
し
の
活
動
を

行
っ
て
き
た
「
国
立
お
は
な
し
の
会
」
の

平
塚
ミ
ヨ
氏
と
光
野
ト
ミ
氏
、
絵
本
出
版

社
「
の
ら
書
店
」
代
表
・
恵
良
恭
子
氏
の

お
話
を
う
か
が
い
、
演
者
と
し
て
の
造
詣

を
深
め
た
。

区内で活動する、

おはなしの会が

大集合！
開催日時：2015 年 8 月 19 日（水）11:30 ～ 14:40、
20日（木）11:00～14:40、21日（金）11:00～15:00
会場：ワークショップルーム AB
出演：18 グループ
来場人数：延 1,516 名
共催：世田谷おはなしネットワーク
協力：世田谷区立中央図書館、世田谷区立児童館

関連企画
講演会「平塚ミヨ先生＆光野トミ先生のおはなし
を楽しむ会」
開催日時：2015 年 6 月 16 日（火）10:00 ～ 12:00
会場：ワークショップルーム A
講師：平塚ミヨ・光野トミ（国立おはなしの会）
参加人数：106 名
資料代：100 円

講演会「本の力を信じて――小さな出版社の 32 年」
開催日時：2015 年 11 月 10 日（火）10:00 ～ 12:00 
会場：セミナールーム AB
講師：恵良恭子（「のら書店」代表取締役）
参加人数：97 名
資料代：100 円

40 代女性の声
人から直接聞くおはなしのぬくもりを
体験できました。

おはなしいっぱい

*

1
9
9
7
年
活
動
開
始
。
世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る
複

数
の
お
は
な
し
の
会
が
連
携
し
、
図
書
館
な
ど
で
活
動
中
。

現
在
、
60
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
会
員
か
ら
成
る
。
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「
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
の
日
々
展
２
０
１
５
」

市民活動支援コーナー

世田谷市民活動支援会議

場所：生活工房 3F
開館時間：9:00 ～ 21:00（月曜休館）
委託先：特定非営利活動法人国際ボランティア協会（IVUSA）
来場人数：21,696 名

関連企画
市民活動支援コーナーの日々展 2015
開催日時：2015 年 6 月 26 日（金）～ 7 月 12 日（日）9:00 ～ 20:00
会場：生活工房ギャラリー
来場人数：1,890 名

パオフェスタ 2015　市民活動体験喫茶パオ
開催日時：2015 年 10 月 17 日（土）、18 日（日）11:00 ～ 18:00
会場：市民活動支援コーナー
来場人数：665 名

他の構成団体：世田谷区生活文化部市民活動推進課、特定非営利活動法人
世田谷 NPO 法人協議会、社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会、一般
財団法人世田谷トラストまちづくり、社会福祉法人世田谷ボランティ
ア協会、特定非営利活動法人国際ボランティア学生協会、NPO 昭和

さ
ま
ざ
ま
な

市
民
団
体
の

活
動
の
場

世 田 谷 の 市 民 活 動 、

応 援 し ま す 。

世
田
谷
は
、
市
民
活
動
が
盛
ん
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ

ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
る
。
世
田
谷
市
民
活
動

支
援
会
議
は
、「
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
作
る

た
め
の
市
民
活
動
」を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

行
政
で
あ
る
世
田
谷
区
と
、
施
設
や
助
成
金
の

提
供
な
ど
、
多
様
な
形
で
活
動
を
支
え
る
中
間

支
援
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
連
絡
会

議
を
開
く
と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
や
、

「
活
動
の
広
げ
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強
会

な
ど
を
行
っ
た
。

生
活
工
房
に
は
、
世
田
谷
区
内
の
公

益
的
な
市
民
活
動
団
体
が
登
録
し
て

日
常
的
に
利
用
す
る
「
市
民
活
動
支

援
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
る
。

同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
登
録
団
体
に
よ

る
活
動
成
果
を
発
表
す
る
展
覧
会「
市

民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
の
日
々
展

２
０
１
５
」、
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
「
市
民
活
動
体
験
喫
茶
パ
オ
」
も

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
各
団
体
が

工
夫
し
て
活
動
紹
介
や
展
示
ブ
ー
ス

を
設
置
。
毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
に
出
会
え
る
と
と

も
に
、
団
体
間
の
交
流
の
場
と
し
て

も
好
評
を
得
て
い
る
。

勉
強
会
「
共
感
を
呼
ぶ
活
動
の
広
げ
方
」

❶
❸ 

第
１
回
「
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
魅
力
を
高
め
る
！
」

❷ 

第
１
回
講
師
の
呉
哲
煥
氏 

❷

❸

市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
が
大
切
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
周
囲
で

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
者
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
こ
と
だ
。
今
回
の
講
座
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
大
切
さ
と
、

団
体
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
実

際
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る

方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

第
１
回
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
的
、

対
象
、
価
値
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
関
わ
り
方
の
デ
ザ
イ
ン
や
新
し

い
仲
間
の
巻
き
込
み
方
を
話
し
合
っ
た
。

続
く
第
２
回
は
、
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
力
を
高
め
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
共
有
す
べ
き
目
的
意
識
と

温
度
差
を
検
証
し
な
が
ら
、
お
金
で
は

な
い「
報
酬
」「
価
値
」に
つ
い
て
考
え
た
。

団
体
や
組
織
に
と
っ
て
、
活
動
に
賛
同

し
て
何
か
の
時
に
は
活
動
を
応
援
し
て

く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
成
長
や

学
び
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ

第 1 回「自分たちのコミュニティの魅力を高める！」
開催日時：2016 年 3 月 8 日（火）18:30 ～ 21:00
会場：セミナールーム AB
講師：呉哲煥（NPO 法人 CR ファクトリー代表理事）
参加人数：20 名
参加費：1,000 円

第2回「自分たちのコミュニティの推進力を高める！」
開催日時：2016 年 3 月 15 日（火）18:30 ～ 21:00
会場：セミナールーム AB
講師：五井渕利明（NPO 法人 CR ファクトリー 事業
部長）
参加人数：14 名
参加費：1,000 円

企画：株式会社世田谷社

50 代女性の声
モヤモヤしてた団体の課題が
簡潔に考えられた。

仲間・サポーターを増やすには
市民活動・ＮＰＯ活動を支えるコミュニティづくりセミナー

❶

S
E
M

IN
A
R
 /  L

O
C
A
L

S
E
M

IN
A
R
 /  L

O
C
A
L
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生活工房では多彩な設備を備えたスペースで独自の企画を行うほか、

市民団体などにお部屋を貸し出しています。

スペースごとに登録条件・利用方法などが異なりますので、

詳細はお問い合わせください。

生活工房は、
地域の人々の活動や発表の場！

セミナールーム A

生活工房へのアクセス

生活工房ギャラリー

ワークショップルーム A

セミナールーム B

市民活動支援コーナー

ワークショップルーム B

74㎡／定員 48 名／利用時間 9:00 ～ 22:00

開館時間：9:00 ～ 20:00

126㎡／定員 50 名／利用時間 9:00 ～ 22:00

83㎡／定員 48 名／利用時間 9:00 ～ 22:00

利用時間：9:00 ～ 21:00

145㎡／定員 50 名／利用時間 9:00 ～ 22:00

貸出対象
スペース

貸出対象
スペース

貸出対象
スペース

貸出対象
スペース

生活工房

施設ガイド

「セミナールーム」は、講習会や会議に適したスペースです。プロ
ジェクターを含む映像・音響設備も備え、効果的なプレゼンテー
ションが可能です。A・B 各部屋の可動式間仕切りを外せば最大で
120 名（机椅子使用時は 108 名）まで収容できます。

「生活工房ギャラリー」では、暮らしのデザインやクラフト、異文
化紹介などをテーマに、生活工房が主催する企画展示を行ってい
ます（貸出はしていません）。

「市民活動支援コーナー」は、世田谷で活動している市民活動団体
が打ち合わせや作業を行うことができるスペースです。パソコン
や印刷機などの利用も可能です（有料）。

※森・里・海の連環による豊かな海づくり「 レリーフジオラマ」　（→ P.48）は、2F 八角堂に常設しています。

「ワークショップルーム A」は、“ものづくり”やトークイベント
に対応したスペースで、併設されたキッチン（63㎡）には、各種
厨房用品も備えています。多人数の交流会にも最適です。

「ワークショップルーム B」は、扇形の壁面が特徴的な展示スペー
スです。可動パネルで室内のレイアウト変更ができ、多様な展示
が行えます。音響や映像機器を使った集会等の開催も可能です。

講演会やミーティングに最適

生活工房の展示や市民活動の拠点

ものづくりや展示を楽しむ

５F

３F

４F
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クラシー & カワルン
が教える！

数字で見る生活工房

つぶやきからみる生活工房
来場者 からわかること

来場者の声に耳を傾けてみると、生活工房のいろんな面がみえてきます。アンケートやモニター調査、SNS などを通して集まっ
た来場者の様子を、ホームページに登場するキャラクター、「クラシー」と「カワルン」に解説してもらいます。

イラスト：にしぼりみほこ

時間潰しに「時間をめぐる、めぐる時間の展覧会」
に。これが思いがけず良く、閉館間際だったけどすっ
かり心洗われた。時間、神話、文明、humanity が
小箱に詰まったようなセレンディピティ体験。
一番ぐっときたのは言葉で想起させるインスタレー
ション。古今の詩人の一節が掲示してあり、読むう
ちに様々な「時」が脳内で立ち上がる。

ブラタモリ民としては行かざるを得ない
「三軒茶屋 三角地帯 考現学」

生活工房の WS で、注連縄を作った。とても楽しかっ
た。四手や、ウラジロの意味、しめ縄が 3 本の縄で
できてることを知ったし、藁の匂いがいい！これか
らは藁をもらって毎年作ろうと思いました♪♪

劇場の向かいの「坂茂―紙の建築と災害支援」もよかっ
た。阪神大震災の時、避難所で何泊かしたけど、ちょっ
とスペースが区切られてるだけで随分ストレス度が違
うと思う。それを体感できる展示になってた。

「紙の建築と災害支援」展。
紙の優しさ、頼もしさを感じる。

金や水牛、馬と同じ重みのヒンギ／ラウ
展示のヒンギに鼻を近づけて天然染料の匂いに彼の
地を思い出し、涙する

「インド洋とスンバ島のヒンギ／ラウ」。インドネシア
のイカット（絣）。染めの前工程である括りに 1 ～ 4 ヵ
月もかかるとか。そして下図を描かず、頭の中にある
構図を頼りに括っていくという解説に ( Д゚ )゚

生活工房で、世界各地の伝統的な手仕事の映像を見
るイベントがありました。ぎりぎりで残っている手
仕事もあればすでに消えてしまったものもあるよう
です。10 年後にはどうなっているんでしょうか？

はたさんの原画展楽しみーー！！

生活工房 @ 世田谷区 刊行物がおしゃれ

ここ数年恒例の「DAYS JAPAN 写真展 2015」を
観る。相変わらず圧倒される写真の数々。入場無料
だし、渋谷からも近いので、時間つくってでも行く
べき！

3 月 10 日

2015 年 12 月 28 日

2015 年 10 月 4 日

2015 年 12 月 21 日

2015 年 7 月 5 日

2015 年 9 月 13 日

2 月 27 日

2015 年 12 月 5 日

2015 年 6 月 17 日

2015 年 6 月 13 日

2015 年 6 月 5 日

来 場 者 総 数　　　　　140,946 名

展 覧 会　　　　　　　　72,685 名
※関連イベント参加者を含む

ワ ー ク シ ョ ッ プ　　　　　885 名
セ ミ ナ ー・ イ ベ ン ト　　　729 名
地 域 と 市 民 活 動　　　　37,616 名
貸 館 使 用 者・ 来 場 者　　29,031 名

来 場 者 数

来 場 者 の 男 女 比 来 場 者 の 住 ま い来 場 者 の 年 代

事 業 数 事 業 総 数　　　　　　　　　75 件

展 覧 会　　　　　　　　　　15 件
関連イベント　20 件

ワ ー ク シ ョ ッ プ　　　　　　　10 件
セ ミ ナ ー・ イ ベ ン ト　　　　　16 件
地 域 と 市 民 活 動　　　　　　14 件

展覧会やワークショップの感想など、

生活工房についての素直なつぶやきを集めてみたよ。

はじめての生活工房

参加してみて

どうでしたか？

自分たちだけではなかなかできない体験を、
知らない人と話しながらできた。子どもた
ちとも一緒にできて、発想がおもしろかっ
た。他の人たちが作ったモノも見ることが
できて楽しい！（美術館的要素もあった！）
さまざまな職種の人がいるので新しいネッ
トワークが広がると思う！

忘 れ 物 の 傘 に こ ん な 利 用 法 が あ っ た ん
だ！！　初めて生活工房に立ち寄って、新
しい視点が生まれました。知的好奇心がく
すぐられます。そして忘れ物の傘の本数に
驚きました。忘れないように心掛けるよう
になりました。

クリエイターの活動を応援されているステ
キな場だと思います。 認知度アップ、施設周辺からのわ

かりやすい誘導、活動内容の PR
などに工夫が必要だね！

2015 年 6 月 13 日

こちらの 3 人は「雨のち傘のち CASA 
PROJECT」（→ p.42）のワークショッ
プ に 参 加。 こ の 関 連 企 画「CASA 
PROJECT の工作室」ではまるまる 2
日間、ワークショップルームが工作室
に！　大人から子どもまで一緒になっ
て、傘を素材にものづくりを楽しんで
くれました。

これまで来なかった

理由って？

生活工房では毎年モニター調査を行っているけど、
今年度は、これまでに来たことがなかった人に
プログラムを体験してもらって、お話をきいてみたよ。

三軒茶屋に来たのも初めてでしたが、場
所もわかりやすくて良かった。

人と地域と新しい生活のあり方に気付き
が生まれる企画をされているなと思いま
した。

「新年を祝うお正月飾りづくり」に母子で
参加し、生まれて初めて縄作りを経験し
てみて、こんなに大変なのか！　と驚き
ま し た。 完 成 し た 時 は、 と て も 嬉 し く、
良いお正月を迎えられました。

無料でここまでの展示物がみられるのは
すごいなと思いました。展示デザインもみ
やすくスタイリッシュにされていて、い
ろんな展示をみてみたいなと思いました。

知らなかった！

キャロットタワーの上には行かない……。

何がやっているのか分からなかった。

ふらっと入りづらい。

ワークショップの回数、定員が少ない。

内容も分かりづらいときがある。

無回答 3％ 

男性
31％

世田谷区内
57％

東京都外
16％ 

世田谷区
以外の 23 区

18％

東京都下 7％

女性
63％

無回答
6％ 

無回答 2％ 10 代未満 2％ 

10代
5％ 

20 代
10％ 

30 代
15％ 

40 代
20％ 

50 代
16％ 

60 代
16％ 

70 代
10％ 

80 代以上 3％ 
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それぞれの事業のこと、そして生活工房のことを知ってもらおうと、
今年度もバラエティに富んだフライヤーをお届けしました。その一部をご紹介します。

生 活 工 房 の フ ラ イ ヤ ー

Flyer Gallery

❶❶

❸❸

❷❷

❹❹

❶「朝のクラフトビールとソーセージのワークショップ」デザイン＝土屋勇太　写真＝永峰拓也
❷「新年を祝うお正月飾りづくり／みんなでつくってみんなで食べる日曜日のパスタ」デザイン＝土屋勇太　写真＝永峰拓也
❸「三軒茶屋　三角地帯　考現学」デザイン＝江森丈晃　イラストレーション＝生平桜子
❹「JAPONDER2015」デザイン＝吉田達矢

❶「坂 茂―紙の建築と災害支援」デザイン＝溝端貢　写真＝ Stephen Goodenough
❷「インド洋とスンバ島のヒンギ／ラウ」デザイン＝大西隆介（directionQ）
❸「WASHINOITO―未来を着る、浜井弘治の和紙のプロダクト展」デザイン＝戸田征義
❹「時間をめぐる、めぐる時間の展覧会」デザイン＝ sesensitka
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❺❻

❶❷「時をときはなつ」 デザイン＝佐々木真由子（sitka）
❸「雨のち傘のち CASA PROJECT」デザイン＝田中至
❹「分解ワークショップ」デザイン＝古山菜摘

❶「穴アーカイブ　8 ミリフィルム鑑賞会」デザイン＝有佐祐樹
❷「はたこうしろう絵本原画展　ぼくはうちゅうじん」デザイン＝松田洋和
❸「働く女性の衣装　大原女とあんこさん」デザイン＝アイ・エイチ ファクトリー
❹「夏の子どもワークショップ」アートディレクション＝いすたえこ（NNNNY）　グラフィックデザイン＝渡辺明日香　マンガ＝ロビン西
❺「DAYS JAPAN 写真展 2015」デザイン＝世田谷社
❻「MADE IN OCCUPIED JAPAN 1947-1952」デザイン＝片山中藏　写真＝佐藤基

❶

❶

❸

❸
❷

❷

❹

❹

撮 影 ： 永 峰 拓 也
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生活工房 
2016 年度事業（4 ～ 6 月）のご案内

■事業一覧
4.23（土）・24（日）　
世田谷アートフリマ vol.25

4.23（土）～ 5.22（日）　
いぬと、ねこと、わたしの防災　
いっしょに逃げてもいいのかな？展

5.28（土）～ 6.19（日）　
DAYS JAPAN 写真展 2016

6.12（日）・6.25（土）・7.3（日）　
先どり！ インタースコア・ワークショップ　
わかるとかわる「情報編集力」連続講座

6.21（火）　
おはなしネットワーク講演会
「まどさんという宇宙～ 104 の年輪をもつ人」

6.25（土）～ 7.24（日）　
市民活動支援コーナーの日々展 2016

※詳細はホームページをご覧ください。

ご支援・ご協力いただいた
企業、団体、教育・公共機関等
（各 50 音順・敬称略）

NHK 放送技術研究所、（一財）NHK 放送研修センター日本語センター、
世田谷アートフリマプロジェクト、世田谷おはなしネットワーク、世田
谷海外研修者の会、世田谷区、（株）デイズジャパン、東京都立総合工科
高等学校、トヨタ自動車大学校

トヨタ自動車（株）

（株）アクトブラバリー、旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ（株）、
アリス館、NPO 法人映画保存協会、NHK 放送研修センター、（有）エム
ドゥーコム、大島観光協会、大島町、（有）大原織物、大原観光保勝会、（株）

NPO 法人京都古布保存会、クーリオデザインオフィス、コガタ社、（株）
山陽ニット、篠原テキスタイル（株）、島田製織（株）、シマダテキスタ
イル（株）、（公財）下中記念財団、（同）匠山泊、（一財）進化生物学研
究所、世田谷おはなしネットワーク、世田谷区生涯学習・地域・学校連携課、
世田谷区立中央図書館、世田谷区立児童館、（株）世田谷サービス公社、（一
財）世田谷トラストまちづくり、世田谷美術館、世田谷文学館、世田谷
233、瀬戸ノベルティ文化保存研究会、千代の亀酒造（株）、TSUTAYA
三軒茶屋店、東京工芸大学、（株）東芝、中伝毛織（株）、（一財）名古屋
陶磁器会館、ニッセンファクトリー（株）、日本―インドネシア服飾文化
協会、日本大学文理学部社会学科後藤範章研究室、備後撚糸（株）、NPO
法人 FENICS、藤井工房、（学）文化学園文化服装学院、米国オキュパイド・
ジャパンクラブ、（有）マジカルユニット、（公財）吉田秀雄記念事業財
団アド・ミュージアム東京、（有）リサイア、remo［NPO 法人記録とメディ
アのための組織］

世田谷区、世田谷区教育委員会

共催

協賛

協力

後援
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生活工房アニュアルレポートとは――
生活工房の１年間の活動をまとめた記録・報告書です。
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	表デザイン0406B
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